

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　５月５日は、日曜で、曇りで、イベント当日だった。

　乃の木ぎ乃のノの香かは絶望の暗闇に沈んでいる。

「はぁ……」

　長テーブルには、海え老び名な水み織おりが表紙を描いた同人誌が積まれていた。

　師匠である京きよう橋ばし彩あや華かの指導で、合同誌を作ったのだ。表紙はイラスト勝負コンペをし、ユウトが勝敗を決めた。

　負け。

　ユウトは〝基礎技術の差〟と言っていたが……

　それも納得ではあるけれど、乃ノ香としては、表情もポーズも水織のほうが表現力が高いと感じていた。

　完敗だ。

　それでも、他のイラストを全力で描いた。

　まだ実力は足りないとしても、この本に悔いはない。

　しかし、それはともかく……

「はぁ……」

　乃のノの香かは何度目かのため息をついた。

　水み織おりが銀色の髪をかきあげる。いつも以上に挑発的な格好で、黒いブラウスの袖や脇が透けており、短めのスカートからは黒タイツに包まれた脚が伸びていた。

「乃ノ香、今日はコスしないんだ？」

「うっ……!?」

「さすがに衣装を作ってる時間はなかったよねー。あれ？　でもスペリオルの衣装は持ってなかったっけ？」

「は、はい」

　同人誌の題材は《魔法少女カニバスターΩオメガセンチネル》のラングスティーヌ伊い勢せだが、番組の主人公はカニオメガバスター・スペリオルだ。その衣装は持っている。

　それが乃ノ香のため息の理由だった。

「……なくて」

　つぶやいた声に、水織が首をかしげる。

「なに？」

「……らなくて」

「もうちょっと大きな声で」

「入らなかったんです！　ウエストが！」

「あはははははは！」

「ひどい」

　指差して笑われた。

　水織が初めて見るくらい満面の笑みを浮かべる。

「わかるー。イラスト描いてると、お腹なかが減るから食べるんだけど、動いてないから予想外にお肉がつくんだよねー」

「くっ……今まで、ダイエットとは無縁だったんですが……」

「乃ノ香、けっこう食べるほうなのにね」

「水泳やってるので」

「あたしも昔はやってたなー」

「でも、イベントのことが決まってからは、ちょっと休みがちで……そうしたら一気に」

　がっくりと項垂うなだれる。

　手持ちの服も、ゆるめだった物が、ぴちぴちになっていた。

　水織が手を伸ばしてくる。

「そういや、ちょっとココも大きくなってない？」

　むんず、と両胸を掴つかまれた。

「ひゃあっ!?」

「間違いない……サイズアップしてる……」

「や、やめてください、こんな場所で」

「えっ、マジで？　こんな場所じゃなかったらいいの？」

　乃のノの香かは胸元を両腕で隠すようにして、後ずさる。

　──そういえば、水み織おりさんは、彩あや華か先生のことを好きって言ってたっけ。

「えっと……わたし……そういうのは、ちょっと」

「あはは、冗談よ♪　でも、あたしってば──今はフリーだから狙い目かもよ？」

　あれ？　と乃ノ香は気になる。

　訊きいていいものか。

　迷ったけれど、どうしても我慢できなかった。

「ユウト先生のことは……？」

「振られた」

　ぷくっ、と水織が頬ほおを膨らませる。

　乃ノ香は目を丸くした。
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「え？」

「お、さっきの仕返しかな？　もっと大きな声で言う？」

「いえ……そういうつもりじゃ……振られたって……ユウト先生にですか？」

「そうよ。猫ちゃん、彩あや華かさんに続いて、三連敗。あたしって、そんなに魅力ないかしらねえ？」

　外見はアイドル並だと思う。

　絵も上う手まいし、愛想もいいし、頭も回る。

　言動が予想できないというか……つかみ所のない子だとは思うが……

「ユウト先生、どうして？」

「それ、あたしに訊きく？　乃のノの香か、いい性格してるねー」

「あ、ごめんなさい」

「いいわよ。まだ開場まで時間あるし、おっぱい揉もませてくれたお礼に教えてあげる」

「…………」

　許して揉ませたわけじゃなく、不意打ちで揉まれたのだが、あえて反論はしないでおいた。





　　　　†






　２週間近く前──

　４月22日の夕方だった。

　VTuberアウロラの中の人であるモミジが帰って、水み織おりはユウトと二人きりになる。

　彼は作業に熱中していた。

　水織のことを知り、理解したうえで、拒絶もせずに、笑いものにもしない。かといって変な下心も見せず、放っておかれていた。

　好きなだけ居ていいし、好きなときに帰ればいいと言わんばかりに、目も合わせない。

　──手に入らないもののほうが欲しくなるのは、人間の性さがだろうか？

　見つめているうちに、水織の気持ちが昂たかぶってしまった。

「せんせ……」

「ん？」

「本気になってもいい？」

「何に？」

　水織はユウトの頬ほおにキスをする。

　彼は固まった。

「……ッ!?」

「あ、かわいい」

「…………え……な、なに!?」

「キス」

「そうじゃなくて、どうして、急に突然!?」

　イラストを描いているときのユウトは集中力の塊なので、もしかしたら気付かれないかも、と思ったが……

　直前に話しかけて返事もあったし、さすがにわかるか。

　水み織おりは覚悟を決める。

　今日は最後までいってもいい。

「好きに、なったから」

「君、姉さんのことが好きって言ってなかったっけ？」

「そうですねー。最初は、彩あや華かさんがご執心だから、ユウト先生に興味を持ったんです」

「……僕は、京きよう橋ばし彩華の代わりじゃない」

「ええ、もちろん。あたしだって、ユウト先生のこと……ユウト先生だから、好きになっちゃいました」

　ぐぐっと顔を近づける。

　ユウトが椅子に座ったまま、キャスターを転がして下がる。

　壁に椅子の背もたれがぶつかった。

　今度は、唇と唇が触れる、かも。

「ちょっと待った」

　ユウトの左手が割り込んできて、水織は口元を塞がれた。

　姉と同じことをしてくるとは。

「むー……？」

　ふぅ、と彼が深呼吸する。

「水織さん、落ち着いて、そこへ座って」

「あ、やっぱり、ベッドでするほうがいいですか？」

「そういうんじゃなくてね」

　水織が絨じゆう毯たんのうえに座った。

　悠ゆう斗とは向かい合うようにして座る。

　彼女は膝が悪いので、足は崩していた。そのせいで、下着が見えそう……いや、わざと見せているのか？

　悠斗は視線を下に向けないように、気遣った。

　真剣な話だ。

「前にも、ちょっと話したことがあったと思うけど……〝好き〟って、どんな感情だろうね？」

　水み織おりとて、遊び半分でこんなことは言っていない。

　本気の本気だ。

「セックスしたいって思ったら、好きでしょ」

「……だとしたら、お互いに、そんなこと言ってられないくらい歳としを取ったら、好きという感情は消えるんだろうか？」

　年齢と共に性欲は消えていくという。

「うっ……」

「もともと、僕はそういうことに興味が薄いらしい」

「セックスに？」

「あ、うん……そうだよ」

　こんな美人な子に面と向かって何度も言われると、悠ゆう斗とは少なからず動揺してしまう。

　しかし、ここで怯ひるんでいたら、説得力などあったものではない。

　あえて堂々とうなずいた。

　水織が首を傾かしげる。

「オナニーもしないんですか？」

　悠斗は思わず噴き出しそうになった。

　ぶるぶる、と首を左右に振る。

「話を戻そうね！　こんな僕でも、人を大切に想おもう気持ちはあるんだ。幸せになってほしいと願ってる」

　それは水織にとって、初めて聞くような言葉ではなかったが、不思議と新鮮に感じられた。

〝幸せを願う〟

　よく口にされる言葉だが、自分は本心から、そう願ったことがあるだろうか。

　水織は自分の気持ちを思い返してみる。

　相手の幸せなんて、考えていただろうか。

　──正直、あんまり。

　いつも、自分の感情で手一杯で、何が自分にとって一番か、そればかり考えている気がする。

「でも、それって間違ってる？　あたしにとってユウト先生が必要って思うから、求めるの。おかしい？」

「いや……おかしくはない。むしろ、すごいと思うよ。僕は自分の気持ちを言葉にするのが下手だから、憧れさえする」

「でしょ!?」

「だけど、気持ちを言葉にすることと、実際に相手を求めることは、同じじゃない」

「自分の気持ちが固まったら、躊ちゆう躇ちよする理由なんて」

「いやいや……相手の気持ちを尊重しないと」

「つまり、ユウト先生は──あたしのことが好きじゃない、ってこと？」

　水み織おりは理解していた。

　そのつもりだった。

　ユウトには意中の女性がいるかもしれないし、今は恋愛よりも仕事が優先かもしれない。知ってはいたが、心のどこかで期待もしていた。

　──この海え老び名な水織が本マ気ジで告白すれば、ＯＫしてくれるでしょ!?

　自信過剰。

　羞恥と失望で目が回る。床につっぷしそうになる。

　片手を床について、かろうじて耐えた。

　目頭が熱くなる。

　しかし、泣くのはダメだ。

　それだけは、反則。告白の場で、泣き落としなんて無様な真ま似ねはできない！

　ユウトが口を開いた。

「ある女ひ性とに言われたんだ……自分の気持ちが〝好き〟だったら、そのときは、よろしくお願いします、って」

「は？」

「……僕も、まだ気持ちが整理できてなかったから、ちょうどいい早さなんだと思ってる。お互いの気持ちを確かめてるところ、というか」

　彼が頬ほおを染め、照れながら話す。

　水織は身を乗り出した。

「じゃあ！　あたしも保留でいい！　ユウト先生がよく考えてみて、ダメじゃなかったらお願いします！　いつでもウェルカムなんで！」

「いや……水織さんは自分の気持ちを整理できてるでしょ。それなのに、僕のほうが一方的に保留するなんて、できないよ」

「ナスキュウ先生ばっかり、ずるい！」

　ユウトが目を丸くする。

「えっ!?　僕、ナスさんのことだって言った!?」

「わかるわー!!」

　そんな、子供みたいな恋愛観とアラサーの重さを併せた言葉を吐く女性、ユウトの周りにはナストキュウリしかいなかった。

「……わ、わかるか」

「あああああ！　いっそのこと、実はもう付き合ってると言ってくれれば諦めもついたんですけどー」

「い、いや……そんなんじゃないよ？」

「最悪だよ！」

「ごめん」

　ユウトが肩を落とした。

　水み織おりは理解する。

「…………あたし……魅力ないですか？」

　理解した。

　この勝負は、負けなのだ。

　それでも、最後の一瞬まで、全力を尽くすのが自分だった。

　制服のボタンをつまんで外す。

　胸元が露あらわになる。

　もうひとつ、ボタンを外そうとしたとき、水織の手首を──

　ユウトの手が掴つかんできた。

「ダメだ！　そんなことをして手に入るのは、相手の〝好き〟という気持ちじゃなくて、たんなる性欲だ。君が欲しがっているのは、そんなものじゃないはずだ」
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「…………」

「そうだろう？」

「……うん。たしかに、ユウト先生のことが手に入らないのに、ユウト先生の精液だけもらっても、半分しか満たされないかも」

「半分は満たされるのか。それは、どうかと思うけど」

　彼が頬ほおを掻かいた。

　困っているときの仕草がかわいい。

　水み織おりは昂たかぶっていた感情が、だんだんと落ち着いていくのを感じた。

　ステージが終わったときに似ている。

　幕が下りる。

　水織はため息と一緒に言葉をこぼした。

「ふぅ……それでも、あたしは、ユウト先生のことが……好き。先生は、どうかな？」

　彼はまっすぐに目を見て、はっきり言ってくれた。




「ごめん。僕は水織さんを〝好き〟にはなっていないと思う」





　　　　†






「──という感じで、玉砕ってやつ？」

　水織は肩をすくめた。

　乃のノの香かが唖あ然ぜんとした顔をしていた。

「そ、そんなことして……ユウト先生が、本気になったら、どうするつもりだったんですか？」

「だから、最後までいいかなって」

「最後まで!?」

「けっこう覚悟を決めてたんだよ？　あたし、未経験者なんだから」

「うそっ!?」

　乃ノ香が飛びあがって驚いた。

　ははは、と水織は乾いた笑い声をあげる。

　ぐぐっと拳を握った。

「…………乃ノ香ちゃん？　ここから先は慎重に言葉を選べ？」

「ごめんなさい」

　──誰かに話したらスッキリするかと水織は思ったが、そうでもない。

　むしろ、また傷口が広がった気がした。

　自嘲する。

「やっぱりさ、処女が色仕掛けっていうのが無理があったのかもねー。ユウトせんせーもいい歳としだし、もっと重く攻めたほうがよかったかもねー？」

「重く……ですか？　ナス先生みたいに〝この気持ちが好きだったら〟とか？」

「ああ、乃のノの香かも重いって思うんだー？」

「水み織おりさんが言ったからじゃありませんかっ!?」

　重いアプローチか。

　少し思案して、水織は試しに言ってみる。

「──結婚式は和にする洋にするー？　子供ができたら３ＬＤＫがいいよね？　あたしと付き合って！」

「……おかしいです、順番が」

「やっぱり？　あたし、重いアプローチって下手かも」

「いつも軽い感じですもんね」

「ムカつくけど、否定できなーい」

　水織は頭を抱えた。

　あはは……乃ノ香が苦笑する。

「元気だしてください。あと20分で開場です。水織さんのことを好きな人が、いっぱい来るじゃありませんか」

「ちょっと違わなーい？」

「そうですか？」

　ぽん、と水織は手を叩たたく。

「あ、乃ノ香！　誰かのとこ挨拶に行くって言ってなかった!?」

「あっ！　そうでした、二に色しき先生のとこ！」

「大手は撤収が早いから、今のうちに行ってきたほうがいいよ、きっと！」

「すみません、そうします！」

　彼女は慌ててトートバッグを手に取ると、スペースから早歩きで出て行くのだった。

　水織は思う。

　──乃ノ香、朝のときよりは明るくなったな。

　ずっと暗い顔をしていたのは、体重のことだけでもなさそうだったが……
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　倉くら山やま錦にしきは大あくびをした。

「ふわぉわわ……」

「寝てないんですか、二に色しき先生？」

　そう尋ねてきたのは、ナガチーこと永なが井い敬けい吾ごだ。錦の担当編集であり、呑のみ友達だった。

　今日──コミイチでは、売り子として協力してもらっている。

　錦は頭を掻かいた。

「はっはっはっ……《八犬》のキャラデザに苦戦しちまってなー」

　勤めていたエロゲー会社が倒産した日、なんと新人賞大賞作のイラスト依頼が飛びこんできた。

　作品《八はち犬いぬ姉ネエネエとぼくの伝承パトリモニー》与よ那な城しろ蒼そう真ま著──

　永井が首をかしげた。

「イメージしにくいですか？　バリエーションもあるし、活いき活いきしてるし、キャラはよく書けてると思ったんですが……そこが大賞に選ばれた理由ですし」

「キャラはいいんだけどよ」

「他に問題が？」

　新人賞大賞といえば、正統派か上品な雰囲気系のイメージだったが、この《八はち犬いぬ》は濃厚なお色気シーンがある。八人の姉に養われるショタの物語だから、ほとんどエロゲーのノリだ。それがイラストレーター二に色しきが選ばれた理由だった。

　もちろん、Ｈなだけではない。

　姉たちはそれぞれが伝承のある怪異であり、主人公を慕いながら命さえも脅おびやかしてしまう。

　主人公は他の姉と協力しつつ、それぞれの伝承を鎮めていくのだが……

　ちなみに、最初の姉はキジムナーだった。




「キジムナーで姉？　ってか、キジムナーってどんなだ？　沖おき縄なわの伝承？」




　錦にしきは首をひねる。

　永なが井いが軽やかに笑った。

「私、妖怪には詳しくないんですよー」

「俺もだよ……いろいろ調べて、ネットだけじゃなく図書館にも行ってみたけど、なによりもキジムナーと姉を合わせたデザインってのが、なかなか……擬人化じゃなくて、現代で普通に生活してる設定だしな」

「難しいですね」

「はは……ひさびさに悩んじゃってるなぁ」

　永井が心配そうに言う。

「そんなに忙しいなら、無理に同人誌を出さなくても、よかったんじゃないですか？」

「いやいや……イベントが目白押しのＧＷゴールデンウイークに、わざわざ来てくれた読者さんを手ぶらで帰すわけにはいかねえだろ──とか言いつつ、過去の仕事絵の詰め合わせ本になっちまったけど」

　新規イラストは表紙だけだ。

　未公開のボツ絵やラフも収録してコメントまで付けたが、満足してもらえるだろうか。

　永井がダンボール箱を片付けながら。

「無む茶ちやなスケジュールでお願いした私が言えたことじゃないですけど……イラストレーターの仕事は短距離走じゃなく、長距離走マラソンです。ペースを守って、３食と睡眠を充分に取ったほうが結果的にいいと思いますよ？」

「わかっちゃいるが……」

　錦にしきは眠気覚ましにタバコを吸いに行こうかと胸ポケットに手をやった──が、いつもと違う物が触れる。

　そういえば、禁煙しているのだった。

　ガムを口に放りこむ。

「ムグムグ……」

「おや？」

　永なが井いがスペースの外へと視線を向ける。





　　　　†






　息を弾ませてスペースに来たのは、乃のノの香かだった。

　今日は赤い《カニバスター》のコスプレはしていない。淡い色のブラウスの上からカーディガンを羽織り、膝丈のスカートという格好だ。

「お、おはようございます！」

「オッス！」

　錦は片手を挙げた。

　乃ノ香が小箱を差し出してくる。丁寧にラッピングしてあった。

「あの、これ、いつもお世話になってますので」

「おおう、ありがとうよ。何も世話した覚えはねえが……あと、俺としちゃあ、お菓子よりも、乃ノ香ちゃんの新刊のほうが気になるなー？」

　気になりますねー、と永井も同意する。

　彼女が首筋まで真っ赤になった。

「ひゃう!?　あ……あの、これですので……あっ、表紙は水み織おりさんで……」

「大丈夫、そんくらいは聞いてるぜ」

　ユウトとは互いに忙しすぎて以前ほど連絡を取っていないが、それでもイベント前に情報交換くらいはしていた。

　前に小さなトラブルもあったから、気に掛けてくれ──と頼まれている。

　ユウトはスケジュールが切迫しているので、今日は来ないらしい。

　乃ノ香がおずおずと同人誌を差し出してきた。

「よろしくお願いします」

「頂戴するぜ！」

　どれどれ、と頁ページをめくり、永井と２人で見てみる。

　初々しさが眩まぶしい。

　そして、目覚ましい成長に驚いた。

　少なくとも錦にしきが中学生の頃に比べたら、雲泥の差だ。

　永なが井いが褒める。

「いいじゃないですか！」

　錦はうなずいた。

「ああ、すごく上う手まくなってるな」

「色使いが独特でいいですね」

「こういうのは、教えられて身につくもんじゃねえ。たくさん良い物を見てきたんだろう」

「前の同人誌は拝見してないんですけど、この本の１枚１枚でも実力が伸びているのがわかりますね」

「たいしたもんだと思うぜ」

　悪く言ったつもりはなかったが……

　乃のノの香かが珍しく表情を硬くしていた。拳を握りしめる。




「……ぜんぜんです」




　永井が気遣わしげに声をかける。

「大丈夫ですか、乃ノ香さん？」

　一瞬前に見せた表情が、目の錯覚だったのかと思うくらい、乃ノ香がやわらかい笑みを浮かべた。

「あ、もちろんです。すみません、開場前の忙しい時間に！」

「それは平気ですが……」

「では、本日はよろしくお願いします」

　ぺこりとお辞儀して、乃ノ香が戻ろうとする。

　少し迷った様子だったが、永井が──

「乃ノ香さん」

「え？　は、はい」

「化粧で隠してるようですが、かなり無む茶ちやをしているんじゃありませんか……？」

　彼女は目元に手をやった。

　狼狽うろたえる。

「うっ……目立ちますか？」

「いいえ。でも、２年ほど前に担当した作家さんを思い出しまして」

「……」

「真面目すぎるくらい真面目な方でした。努力の甲か斐いあってシリーズは好調だったんですが、ある日、倒れてしまいまして」

「え……」

「結局、この仕事を続けられなくなってしまったんです。私は編集者なので、健康管理まで口出しできる立場ではありませんが……後悔はしているんですよ」

「あ、ありがとうございます……ご心配していただいて」

　乃のノの香かが丁寧に頭を下げた。

　──どうもガムだと調子が出ないな、と錦にしきは思う。

「ムグムグ……間違いとは言い切れないんじゃねえかな？」

「え？」

「だって、その作家さんは、ぶっ壊れてでも作品を良くしたかったんだろ？　本望だったかはわからんが、そういう選択をしたんだよ」

　永なが井いが困った顔をする。

「……結果的には、ですが」

「まともにやって足りないと思ったら、もう無む茶ちやするしかねえもん」

「しかし、規則正しい生活を送ったほうが、トータルでは良い作品になると思いませんか？」

「わからん！　わからんから、自分が良いと思うようにやるしかねえんだよ──俺なんかはさ、絵が下手で、上達が遅くて、運の悪い凡人だから、一流と同じような努力をしてたら、どんどん離されていく一方だ」

「理屈ではそ……あ、いえ！　二に色しき先生を凡人だなんて思ったことはないですよ!?」

　迂う闊かつに素直なところが永井の魅力だ。

　錦は苦笑した。

「一流ってヤツは、努力を努力だと思わないんだよ」

　この言葉に、永井よりも乃ノ香が反応する。

「どういう意味でしょうか？」

「君も知ってると思うけど……一流のイラストレーターは、俺なんかが何時間も試行錯誤して描くような絵を、スパッと描いちまう。それを天才だと言うのは簡単だが……実際の理由は、描いてる量が違うんだ。俺がメシ食ってるとき寝てるときツイートや動画を眺めてるときエロゲーでオナニーぶっこいてるとき、一流は〝楽しい〟ってだけで絵を描いてる」

　乃ノ香が少し頬ほおを染めた。要らない譬たとえ話が混じった気がする。

「それって……」

　言わずとも、わかるだろう。

　ユウトやハラミのことだった。

　錦が彼らを大切に想おもうのは、気が合うということもあるが、その才能を貴重だと感じているからだ。

　──才能とは、好きという感情だ。

　そう錦にしきは思っている。

「１日に、俺が８時間くらい描いてきたとして、一流が12時間くらい描いてたら、１年で何時間の差だと思う？」

「えっと……」

　今度は、乃のノの香かより先に永なが井いが答えた。

「１４６０時間ですね。でも、そう単純なものでは……」

「単純なもんさ。そこに集中力と環境の掛け算が入るくらいでな」

　永井としては納得がいかないようだ。

「うーん……だとしても、やっぱり規則正しい生活をしたほうがいいですよ。倒れてしまったら努力が台無しです。一度身体からだを壊すと、ずっと持病を抱える危険性もあります」

　錦は肩をすくめる。

「そうだな、俺も壊れた同業者を見てきてる。だから、業界の長いクリエイターは言うんだろう──規則正しい生活を」

「正解ですよ」

「だけど、俺は納得いかねえ！」

「ええ!?」

「ベテランは若い頃に無む茶ちやして、実力と実績を手に入れたから今があるんだろ？　有名な代表作があるから、たっぷり寝ても次の仕事があるんじゃねえのか？　なのに、何も持ってない若いヤツに〝寝ろ〟って言うのか？　なんだそれ？」

「いやいや！　無茶せずに、実力を身につけた方も知っていますよ。むしろ、そういう方のほうが長く活躍されていると言ってもいい」

　継続力も一種の才能だ、と錦は思う。

　どれほどの情熱があろうと、毎日描いていたら飽きる。飽きるのが普通なのか、特別に劣っているのか、実はイラストレーターに向いていないのかはわからないが、少なくとも錦は飽きる。

　集中力には波があった。

「ノリのいいときに無茶しなくて、いつ描くんだ──ってな」

「まぁ、二に色しき先生はキャリアが長いし、そんなこと言いつつコントロールできてると思いますけど」

「ふむ……身体を壊すほど無茶ができず、座ったままでも寝ちまうってのは、ある意味で才能かもしれねえなぁ……」

　いきなり、テンション高く話しすぎただろうか。

　困惑した様子の乃ノ香に、錦は話を戻す。

「ナガチーが言うことも正しい。俺は俺が正しいと思ってる。乃のノの香かちゃんも、自分が正しいと思うことをやったらいいよ」

　ぶんぶん、と彼女が何度もうなずく。

「ありがとうございます、二に色しき先生！」

「おう……まぁ、イベントは楽しもうな、乃ノ香ちゃん」

「はい！」

　もう一度、深々とお辞儀すると──彼女は自分のスペースへ戻っていった。

　イベント開始のアナウンスがかかる。

　大勢の拍手のあと、熱気ある騒がしさが会場に溢あふれるのだった。
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　昼過ぎ──

　会場は喧けん噪そうに包まれていた。大勢のお客さんが来てくれて、スペースの中は大忙しだ。

「二色先生！　次で最後のダンボール箱になります！」

　永なが井いの言葉を受けて、錦にしきは売り子の１人に声をかける。

「ヨシッ、あと２００人で列を切ってくれ！」

「了解ッス！」

　元気のいい返事をして、永井の大学の後輩だという青年が、行列へと向かった。いつも優秀な売り子を集めてくれて、本当に助かっている。

　この時間になると別の来客があった。

　いわゆる、挨拶だ。

　本を買ったときに差し入れを渡すだけのファンもいるが、それだと売り子に渡すことになる。作家と話したい人は（それを作家が許可していればだが）本人に手渡しすることもできる。

　交流も同人イベントの醍だい醐ご味みだ、と錦は考えていた。

　訪れるのはファンだけではない──仕事を依頼したいという業界人が、お近づきになるために差し入れと名刺を持ってきたりする。

　数分の挨拶でも、影響は大きかった。

　まったく知らない相手からの依頼は断るが、楽しく話せる友人からの頼みなら受けるという──人見知りなクリエイターは意外と多いのだ。

　挨拶の合間に、永井が感心する。

「相変わらず、慕われていますねぇ、二色先生は」

「業界歴が長いから、知り合いは多いよな」

「最近、ファンが来ることも増えたじゃないですか」

「やっぱり、ラノベみたいな全年齢向けの商業作でがんばってると、来てくれるお客さんが増える気がするなー」

　錦にしきが描いているのは、男性向けコンテンツばかりなので、ファンの大半は男だ。

　ところが、来客のなかに珍しく若い女性がいた。

　歳としは高校生──ということは考えられないから大学生だろう。

　健康的に日焼けした肌と、ショートヘアの黒髪と、大きな瞳と唇が、全力で快活な印象を与えてくる。

　バッグを小脇に抱え、ふたつのふくらみを包むＴシャツは白地に草花の模様。下はキュロットスカートという格好はコスプレかと思うほどの完成度で、人目を惹ひいていた。

　永なが井いが耳打ちしてくる。

「……先生……すっごい可愛かわいい子が来たじゃないですか……!?」

「ハンッ、俺は知っている。あれは──業界人だ。ソシャゲか出版社の営業だな！　元気系スポーティー美少女の笑顔で、童貞クリエイターを働かせようって魂胆に違いないんだぜ！」

「ありそうですねー」

「そんな釣りには釣られれれれれ……っ」

「二に色しき先生、かんべんしてくださいよ!?　スケジュール、ギリギリですからね！」

「褐色っていいよな」

「否定はしませんが、否定してくださいね!?」

　応対した売り子さんに、錦は呼ばれる。どうやら、人違いや迷子ではなく、本当に挨拶に来た子らしい。

　目の前に立つと──

　小さい。

　その日焼け少女は背が低くて、やたら元気そうなので、まるで小学生みたいだ。胸のサイズだけは間違いなく大人なのだが……

「あ、あい！　二色先生ですか!?」

「はい二色です」

　あえて棒読みっぽく返した。

　褐色の少女が、瞳を潤ませて、まじまじと見つめてくる。




「ハジミティヤーサイ！　わんや与よ那な城しろ蒼そう真まです！」




「……ん？　ん？」

　騒がしい会場なので、聞き間違えたかと思ったが……

　聞き取れた部分が、ヨナシロソーマと。

　覚えがあった。

　少し考えてから──錦にしきは目を見開く。

「えっ!?　もしかして《八犬》の与よ那な城しろ蒼そう真まか!?」

　その名は《八はち犬いぬ姉ネエネエとぼくの伝承パトリモニー》の作者のものだった。蒼真というから、男だと思っていた。女性が書くような内容ではなかったし……

　驚きすぎて、いきなり呼び捨てをかましてしまった。

　しかし、彼女は気にした様子もなく、満面の笑みでうなずく。

「あっ、あい！　蒼真は蒼真です！」

「えええっ!?」

　声をあげたのは、錦の後ろでダンボール箱を整理していた永なが井いだった。これほど驚いた彼を見たのは初めてかもしれない。

「だ、大丈夫か、ナガチー？」

「ハッ！　だ、だいじょうぶ、です！　えっ、与那城先生なんですか!?」

　彼女が首をかしげた。

「ん？　蒼真は先生じゃないよ？」
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「そ、その声……たしかに与よ那な城しろ先生だ！　私です、担当編集の永なが井い敬けい吾ごです！」

　今度は、蒼そう真まのほうが目を見開いた。大きな瞳がこぼれそうなほど。

「敬吾さん!?」

「あ、はい、担当編集者の永井敬吾です。はじめまして」

「あわ……はじみ……はじめましてー」

　ぺこり、と彼女が頭を下げた。

　錦にしきは安あん堵どする。

「日本語が通じるぞ、よかった」

　新人賞の受賞者なのだから、日本語は得意なはずだが……彼女は訛なまりが強かった。

　蒼真が恥ずかしそうに頬ほおを掻かく。

「あい……すみません。私は緊張すると、方言が出てしまって……いつもは大丈夫なんですけど」

　そういえば、と永井が言い添える。

「〝あい〟ってのは、沖おき縄なわの口癖みたいなもので〝えっと〟とか〝あー〟とか、そういう感じで使われるらしいですね」

「そういうことか、ちょっと驚いたぜ。もしかして、今日は沖縄から来てくれたのか？」

「いえ、４月から東とう京きようの大学に通ってます」

「お、おう」

　大学１年生で、しかも女性だったとは。

　錦は永井をジト目で睨にらむ。

「黙ってたなー？」

「い、いやぁ、顔合わせで驚かせようとしたわけではなくてですねー。先入観を持たずにキャラクターデザインしていただきたかったもので」

「ほほう？」

「私も電話で話したことしかなかったんです。与那城先生は引っ越しと同時に大学生活がはじまって忙しそうだったし、こっちも新年度でバタバタしててですね……ＧＷ後に顔合わせをしましょう、って話はしていたんですが」

　蒼真が息を呑のんだ。

「ワッ！　私、挨拶に来たらダメだったですか!?」

「ダメってことはないですよ」

　昔は作家とイラストレーターが会うのを禁止する編集者もいたが、今やＳＮＳで簡単に交流できてしまう時代だ。ダメと言うのは無理がある。

　彼女が大きな胸を揺らして安堵した。

「あい、よかったー……です」

　永なが井いが提案する。

「どうでしょうか？　もう少し落ち着いた場所で顔合わせをしたほうがいいかと思うんですが」

　錦にしきはうなずく。

「あー、そうしてくれると助かるな」

　周りは全員がオタク業界の関係者か、お客さんだ。ディープな仕事の話はしにくい。

　あとで合流することにした。
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　撤収後、会場近くのスペインバルに席を取る。

　イベントの打ち上げなので、今日がんばってくれた売り子たちが参加していた。

　主催者の錦は当然として。

　いろいろと仕切ってくれた永井。

　そして、与よ那な城しろ蒼そう真まが、錦の隣の席に座った。瞳をキラキラと輝かせる。

「こんな素敵なレストランに来たの、初めてです」

「レストランっていうか、バルだけどな。与那城さん、酒は……呑のまないか」

「うー……東とう京きように来てからは一緒に出掛けるような友達がいなくて。あと、沖おき縄なわといえば島酒シマーなんですけど、こっちだと置いてる店があんまりないんですね」

「なるほどな」

　いろいろ気になったが、深くは触れないでおいた。

　お酒は20歳から！

　サークルの売り子たちが、そわそわしている。妙に話し声が大きかったり、ちょっと低い声でしゃべっていたり、見ていない振りをしつつチラチラ見ていたり。

　錦は肩をすくめた。

　──ウチのサークルは女っ気がないからなぁ。

　最近は、コスプレ売り子なんてのが流は行やっているが、錦は〝俺が落ち着かない〟という理由で頼んでいなかった。

　そういえば、以前〝売り子をやりたい〟という美人コスプレイヤーがいたので、ユウトに紹介したら──なんと男性の売り子と結婚したという。

　そんな幸せな展開ばかりならいいのだが……

　こじれたら最悪である。

　エッチな薄い本を売っているサークルの内側で、ドロドロの愛憎劇なんて──見たくない。童貞だけでワイワイやってんのが楽しい！

　錦にしきは注文したメスキータビールを受け取り、乾杯する。

「ほい！　みんな、おつかれちー♪」

「お疲れ様でしたー!!」

「先生、完売、おめでとうございます！」

「乾杯ッス！」

　売り子たちが口々に声をあげ、チンチンとグラスを合わせた。

　しばらくは料理の話に花が咲く。

　ほどほどに食べたところで、錦は蒼そう真まに水を向けてみた。

「与よ那な城しろさん、いつ頃からラノベを書いてるんで？」

　魚のフライをかじっていた彼女が、あわてて口に入れたものを呑のみこんだ。

「んごく！　あい、中２からです！」

「ラノベ読んで、これなら自分にも書けそう──って思った感じ？」

「そんな感じです」

　書けそうと思う者は多いし、書いてみる者もいるが、それほど簡単なものではない。完成させるだけでも希け有う。受賞するほどの作品を仕上げたのだから、それは大したものだった。

「正直に言うと驚いたぜ。気を悪くしたら謝るが……《八はち犬いぬ》の作者は男だと思ってたからな」

「あはー……敬けい吾ごさんにも同じこと言われました。最初、私が与那城蒼真だって信じてくれなかったんですよ」

　あわわ、と永なが井いが慌てる。

「応募シートに性別の欄はないので」

「あの小説だもんなぁー」

　自分でも最初は疑ってしまうだろう、と錦は思った。

　蒼真が首をかしげる。

「え……なんか、おかしかったですか？」

「面白かったぜ！　あまりに俺の趣味に合うもんだから、同年代の男が書いたんだろうと思ってた」

　彼女が照れたように、はにかむ。

「二に色しき先生が気に入ってくれて、よかったぁ」

「そういや、俺のことは、どうして知ったんだ？　我ながら、たいして目立たないイラストレーターだと思うんだが」

　ラノベのイラストも描いているが、主戦場はエロゲーの原画だ。

　蒼真が屈託のない笑みを浮かべて言う。




「兄ニイニイのベッドの下に、先生のゲームがありまして」




「ぶっふぉっ!?」

「マンガもラノベもアニメも、兄ニイニイいっぱい持ってるのに貸してくれなかったから……仕事へ行ってるときに、私、こっそり見てたんですよ」

「ひぇ」

　錦にしきだけでなく、売り子たちも固まっていた。

　蒼そう真まがオタク趣味に共感してくれたからいいが……普通の子だったら、きっと家族会議である。

　恐ろしい。

　兄が貸さなかったのは当然だろう。

　こんな可愛かわいらしい妹に……

　どれほど趣味に理解を示してくれたとしても、無理である。

　永なが井いが咳せき払ばらいした。

「兄妹きようだいでも、勝手に見てはダメですよ？」

「はい、もうしません。18歳になったので、お店で買えますから！　先日の新作も、発売日にゲットしました！」

「お……ありがとうございます」

　錦は頭を下げた。

　その新作が、あの会社の最後の作品です──とは言えなかった。

　蒼真が熱のこもった口調で言う。

「とくに、ナホルラちゃんの覚醒前Ｈが最高でした！　ＣＧも話も本当にステキで！」

「お、おう」

　彼女が腰を浮かせて宣言する。




「私、二に色しき先生の描く拘束陵辱が大好きなんですッ！」




「ありがとうございますッ！」

　錦はかぶせ気味に返した。

　二人ともけっこうな大声だったので、永井がキョロキョロと周りを見渡す。

　隣の席の男性客が、ギョッとした顔でこちらを見たが……

　蒼真の容姿を見て〝きっと聞き間違いだろう〟と思ったらしい。すぐに視線を戻した。

　しかし、彼女のテンションは変わらない。

「《八犬》の月げつ桃とうが襲われるとこは、二に色しき先生に挿絵を描いてもらえたら──って妄想しながら書いたんです」

「おお、なるほど！　あれは読んでるうちに構図が浮かんだぜ。馴な染じむわけだ」

「二色先生の描く触手って、力強くて好きなんです。胸とか股とか責めるだけじゃなく、手足をしっかり掴つかんでる感じがしないと、私はダメなんです！　本気じゃない感じがしちゃって」

「わかるッ！　肉を歪ゆがませてこその触手だよな」

「ですよねッ！」

「蒼そう真まちゃん、中身はオッサンだねえ」

「はい！」

　錦にしきが右手を差し出すと、蒼真がガシッと握手してきた。

　二人のエロゲー談義は熱を帯びる。




　永なが井いは確信した。

　──《八はち犬いぬ姉ネエネエとぼくの伝承パトリモニー》は成功する！

　それと、この店を出禁にならないといいな、とも思うのだった。
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　佐さ伯えき愛あ澄すみは左手首の腕時計を確認した。

　16時まで、あと２分ほど。

　愛澄はＰＮペンネームナストキュウリで活動しているイラストレーターだ。

「……神かみ絵えさん、そろそろ間に合わなくなりますよ？」

「ぎにゃー!!　もうちょい！」

　悲鳴のような声をあげたのは、神じん宮ぐう寺じ神絵である。

　本名は上かみ葉は良ら南海みなみで、友人たちから真ん中を取ってハラミなどという渾あだ名なを付けられているが、本人は認めていない。

　コタツに置いたタブレットＰＣに、かじりつくようにしてペンを走らせていた。




　今日は夕方から、アニメ《〇マル七ナナ二フタ小隊前進セヨ！》の試写会がある。




　６月１日の土曜──

　ちょうど16時を過ぎた。

　開始時刻は17時と聞いている。

　場所は日につ暮ぽ里りだから、池いけ袋ぶくろにあるこのマンションからだと30分くらいか。出掛ける準備を考えると、もう危ない。

　うわごとのように神絵がつぶやく。

「終わらない……終わらない……終わらない……」

「帰ってからにしては？」

「行くなら仕上げてから──って約束しちゃったから」

「編集さんも会場に行っているはずですから、さほど変わらないのでは？」

「…………いや！　イベント後の打ち上げに気持ちよく行きたいし！」

　少し迷ったようだが、ペンだけは別の生き物のようにカツカツと動き回っていた。

　神絵の描く速度は、はっきり言って速い。

　愛澄とて遅くはないと自負しているが、まったく勝負にならない。

　それでも、引き受けた仕事量が多すぎるせいで、神絵のスケジュールは破綻しつつあった。彼女が泣きそうな声を出す。

「ううぅ……なんで１話すら観みてないのに、ＢＤブルーレイのジャケを描かなきゃいけないのよー。テンションが上がらないじゃんねー!?」

　愛あ澄すみは困った顔をした。

「アフレコに行けば、未完成ですが第１話は観みれたんですけどね……」

「あのときは、別の絵の〆しめ切きりと重なったし！」

「でも、シロバコはもらっていませんでしたか？」

「来たけど……」

　シロバコというのは、放映用の動画のことだ。何も印刷されていない白い箱に入っているからシロバコ。

　普通はＤＶＤが郵送されてくる。最近はネットで動画データが送られてくることもあった。

　神かみ絵えが液タブに視線を落としたまま主張する。

「動画データもらったけどぉ……せっかくのＴＶテレビアニメなんだから、初めてはＴＶで観たいじゃん!?」

「そういうことでしたか」

「初めては大切だよ」

「同感ですが……」

「女の子だもん」

「それは関係ないですよね」

　愛澄の部屋には、壁掛けの大型ＴＶがあるものの、動画データを映す用意はなかった。

　神絵が雄お叫たけびをあげる。

「いよっし、描けた！」

　愚痴りつつもペンを動かし続け、とうとうイラストを完成させたらしい。

　ミスがないか確認だ。

「まず保存ですよ、神絵さん」

「たしかに！　ここで事故ったら立ち直れないもんね」

　しっかり保存し、落ち着いてデータを確認してから、編集さんにメールする。

　すぐに返信が来た。

『神じん宮ぐう寺じ先生、ありがとうございます。本日の試写会は、打ち上げからでもいらっしゃいますか？』

「今すぐ行くし！　最初から参加するに決まってんでしょ！」

　神絵は声を荒らげると部屋着を脱ぎ捨てる。

　ぽろん、と肌が露あらわになった。

　愛澄は赤面する。

「ちょ……神絵さん、ブラは……!?」

「いつもはしてるけど、本気で急いでるときは息苦しくて無理！」

　言いながら、彼女は衣装箱から着替えを取り出す。

　長く滞在しているので、さすがに私物がボストンバッグ１つには収まらなくなった。かといってリビングが乱雑になっていくのは、愛あ澄すみが困る。

　そのため、神かみ絵え用の私物入れ──布張りの衣装箱を用意したのだった。

　神絵は正月に父親と口論して、家出。愛澄の新居に転がりこみ、以来ずっとリビングで作業をしている。もう半年ほどだ。

　今では、実の姉妹のように同居に馴な染じんでいた。

　いきなり脱がれるのは困るが……

　神絵はずっと籠もって絵を描いており、けっこう油っこい物を食べているわりに、不思議なほどスタイルがよかった。ブラに胸の肉を押しこみ、オレンジ色のタンクトップをかぶる。キュロットスカートに足を入れた。

「あ……大きすぎたかも？」

「それで行くんですか!?」

　スカートのサイズが合っていないようで、腰骨ではなく、お尻で留とどまっている。

　ちょっと下へズレたら、ショーツが出てしまいそうだ。

　神絵が苦い顔をした。

「ぬぬぬ……この日のために買っておいたのに。通販のサイズ表記ってアテにならないわねー」

「いろいろ見えちゃいそうです」

「むー……いっそ、がっつり見せちゃえば、そういうデザインっぽくない？」

「現実リアルに戻ってきてください、神絵さん。ショーツを見せながら、山やまの手て線せんに乗る気ですか」

「今日はサービスデイみたいな」

「捕まりますよ」

　ため息まじりに、愛澄は細めのベルトを貸してあげた。ヘソ下でキュッと締める。

　神絵を鏡台の前に座らせて、癖のある赤毛に櫛くしを当てた。

「髪は整えますから、メイクしてください」

「すっぴんでも、かわいいからＯＫじゃない？」

「……そうですね」

「うそうそ、ちゃんと塗っとく。ナスさんの真顔、こわい」

「いえ、本当にそうだな──って思っただけですよ？」

　神絵が手早く化粧を重ねていく。絵を描くのが速い人は、メイクも早いのか。

　メイク動画の早送りみたいに仕上がっていく。

「化粧も〝やり直しアンドウ〟とか、範囲指定とか使えればいいのにね」

「それなら、上う手まくいったお化粧をセーブしておいて、毎朝ロードできたらいいですね」

「あっ、それいい！　あたしも、それにする！」

「しゃべっていると終わりませんよ？」

　愛あ澄すみは艶つややかな赤毛を梳くしけずった。

　神かみ絵えがぼやく。

「あたし、口紅を塗るの下手なんだよねー」

「そうですか？」

「ナスさんの唇、好きだなー」

「……ッ!?」

「ちょい前に描いてたゲームキャラ、すっごい可愛かわいかったじゃん。あのヒロインの唇とか憧れるなーって」

「ああ、イラストの話ですか」

「リアルもイラストも唇は苦手ー。そうだ！　ナスさん、塗ってくれない？」

「遅刻しますよ？」

「んぅー、遅刻はイヤだけどぉ、今日はキメていきたいの！」

「私だってメイクは素人なのですが」

「ナスさんの好きにしてくれていいから！　お願い！　イラストだと思って描いてみて」

「……仕方ありませんね。絶対に動かないでくださいよ？」

「うん！」

　神絵がくるりと向きを変え、こちらを向いて目を閉じ、口元を突き出した。

　愛澄は膝立ちで、口紅の先で彼女の唇に触れる。

　やわらかい。

　自分のときは、そう意識しないのに。

　──女性の肌って、やわらかい。

　鏡を見ながら自分を塗るより、簡単だった。絵を描くほうが慣れているせいかもしれない。

「こんな感じで、いかがですか？」

　神絵が鏡へと振り返る。

「わあっ、綺き麗れいなピンク！」

「神絵さんは赤毛だし、服装も派手なので、濃い赤だといかがわしい感じになりますから。そのくらい淡いほうがバランスが取れるかと」

「ありがとう、ナスさん！」

　正面から見て、右頬ほおから見て、左頬から見て、上目遣いも確かめて、ふと神絵が気づく。

「あれ？　この色の口紅……あたし、持ってない」

「好きにしていい、というお話だったので、慣れている自分の口紅を使いました。ほら、急ぎましょう」

　愛あ澄すみは白いロングカーディガンを羽織ると、ベージュのバッグを肩に掛ける。

　神かみ絵えが頬ほおを染めた。

「キスじゃん」

「本当に遅刻しますよ!?」





　　　　†






　試写会──

　アニメを放映する１ヵ月ほど前に、映画館などで上映するイベントだ。

　昔は関係者だけでやっていたが、今は応募してきた一般視聴者も参加できる。

　声優のトークがあったり、監督やプロデューサーが語ったり。

　そして、アニメ関係者にとっては、初めて作品をお客さんに観みてもらう機会だった。

　参加者は原作や声優のファンが大半だ。そのため、どのような出来でも好意的な反応をしてくれるものだが、雰囲気は伝わってくる。

　関係者の緊張は最高潮だった。
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　建物に入る。

　愛あ澄すみと神かみ絵えが受付に着くと、スーツ姿の若い男性編集が片手を挙げた。

「あ、よかった！　神じん宮ぐう寺じさん、こっちです！」

「わぁぁぁ、間に合った！」

「微妙に遅刻です！　こっそり行きます」

　愛澄は歩きつつ挨拶する。本当はもう少し余裕のある状況がよかったが。

「初めまして、ナストキュウリです。今回は私まで呼んでいただいてしまって……」

「いえ！　神宮寺さんの大親友だそうで」

「大親友!?」

「ナス先生がいなければ失踪していたかも──と聞いています。この企画の恩人です」

「いえ、そんな……」

　分厚い扉をくぐると、もう照明は消えており、足元は非常灯の光でかろうじて見えるだけだった。

　会場には、少女の甲高い声が響いている。

『──役やくのぉ佐さ藤とうチーです！』

　ちょうど主演声優の自己紹介が始まったところだった。メインヒロインの声優は新人女優賞を獲得したことのある注目の若手らしい。

　用意されていたのは、なんと最前列の真ん中の席だった。腰をかがめて歩き、どうにか座席に収まる。

「ふぅ……」

「セーフ」

　神絵が小声で言ったが、セーフかアウトかで言えばアウトのような気がする。

　編集が肩をすくめていた。

　その向こうの席には、誰も座っていない。

　神絵が編集に小声で尋ねる。

「先生は……？」

「それが、やっぱり、お義か母あ様さまの具合が悪いそうで……」

「ありゃー、北海道からだと泊まりだもんねえ」

　小説家の先生は欠席らしい。

　ぐっ、と神絵が拳を握りしめた。

「よし……そのぶん、あたしが見ておく。レポマンガ描いて送ってあげよう」

「お、いいですね。番宣ツイートに使いましょう」

　愛澄はため息をつく。

　──これ以上、仕事を増やすなんて……死ぬ気ですか？

　声優たちが、壇上で盛り上がっている。

　マイクを手に大きな身振りで。

『んで！　そういうシーンの演技は初めてだったんで、収録のときは前日から、すっごい緊張してたんですよ。上う手まくできなかったら、どうしようーって』

『失敗した夢とか見るよね』

　ベテランの女性声優が、絶妙のタイミングで話を受けた。

『見ます！　だから、ベッドの中で、練習したりして』

『お色気の？』

『はい！』

『はは……家族に誤解されなかった？』

『ハッ、されたかも!?　あ、でも聞こえてなかったと思います。何も言われなかったし』

『聞こえてたら、むしろ言わない』

　言わない言わない、と他の声優たちも口を揃そろえ、客席からも笑いが起きた。

　ヒロイン役の子が耳を塞いだ。

『イヤー!?』

『てか、そのシーン、１話に入ってるよね？　家族も見るんじゃない？』

『私、出演したアニメは、いつも両親と一緒に見るんです。今回も見ると思います。もう今からドキドキしてきました』

『いろんな意味でドキドキするね』

　セリフの後ろに（笑）と付きそうなトークだった。どこまでが演技でどこまでが素なのか。

　最後に主人公役の男性声優が話を締める。渋いおじさんボイスの方だった。

『まぁ、いろいろ言われていますが、俺の役は真面目な隊長だからね。この物語は、すごく真面目で格好良いから、そういうところを楽しんで』

　共演者がツッコミを入れて、また客席から笑いが起きる。隣で神かみ絵えまで笑い声をあげていた。

　司会が上映開始を告げる。

　客席から拍手が起きた。

　舞台の照明が消え、うっすらと客席を照らしていたライトも、非常灯すら消える。真っ暗になった。

「……ッ」

　肘掛けに置いていた手の小指に、隣に座る神絵の小指が触れた。

　震えている。

　高校時代に描いた絵でデビューして、あっという間にアニメ化して。

　いつも、それほど苦労していないように振る舞っているが、彼女は全力を尽くしてきたし、この作品を愛している。

　どんなアニメに仕上がっているのか。

　視聴者にどう受け止められるのか。

　緊張しているのだろう。

　愛あ澄すみは自然と、神かみ絵えの手に、自分の手を重ねていた。

　小指の先を、神絵の指がやんわりつまんでくる。震えは止まっていた。




　発砲音が会場に響き渡る。




　ズダダダダダダダダダダダ……ッ!!

　巨大なスクリーンを真っ白な閃せん光こうが埋めた。機関銃のマズルフラッシュだ。

　甲高いエンジン音をうならせ、プロペラ機が飛んでくる。落とされた爆弾が、トーチカを吹き飛ばした。

　その爆発を睨にらむのは、真剣な表情をした壮年の軍人だ。

　手には九九式小銃。

　トークのときに冗談を言っていた男性声優と同一人物とは思えない重くて渋い声が放たれる。

『〇マル七ナナ二フタ小隊、前進セヨ！』

　うおおおおお！　と兵隊たちが雄お叫たけびをあげ、塹ざん壕ごうを飛び出して駆けだした。

　その戦場から、一気にカメラが上空へと引いていく。

　無数の兵隊が撃ち合う戦地を俯ふ瞰かんし、タイトルロゴが浮かび上がった。

　ＯＰオープニング曲が始まる。

「おぉ……」

　背後の客席から、感嘆がもれるのを感じた。

　愛澄はアニメに詳しくない。

　しかし、自分や友人の関わった作品のアニメ化は何本か見てきた。

　その経験からするに。

　──これは、出来のいいアニメなのでは。

　ちらり、と隣を見ると。

　神絵が真剣な表情でスクリーンを見つめていた。





　　　　†






「うーっぷす……無理無理むりィ」

　神かみ絵えがうめいた。

　運転手に愛あ澄すみの部屋の住所をスラスラと伝えたときには、本当に酔っているのか疑ったが……

　タクシーが走り出した途端に、神絵はイビキをかいて爆睡だった。

　マンション前に到着。

　愛澄は彼女を引きずるようにエレベーターまで運び、隣の部屋のドアを開けようとするのを羽交い締めにして止め、外廊下で歌いはじめたところで、やっと自宅の玄関へと放りこんだ。

　神絵が笑い声をあげる。

「うひゃひゃひゃ！」

「ふぅ……」

　試写会は成功だった。

　上映が終わり、会場が明るくなると同時に、万雷の拍手が降ってくる。反応は上々だ。

　イベント後の打ち上げでは、アニメ監督と話した。関係者たちは前向きで、大変ではあるが、それを楽しんでいる雰囲気が伝わってくる。

　制作現場がポジティブなのは本当に貴重で素晴らしいことだった。

　二次会の居酒屋で──

　神絵がかぱかぱとレモンサワーを呑のみ、感動した感動したと繰り返しつつ泣きはじめたので、愛澄は引きずって帰ってきたのだった。

　呑み過ぎだと思うが、気持ちはわからなくもない──しばらく籠もって作業していたストレスと、アニメの反響への不安と、それらからの解放で気持ちが昂たかぶってしまったのだろう。

　玄関で神絵が服を脱ぎだす。

　もしかして、酔うと脱衣する癖があるのだろうか。愛澄は慌てて止める。

「な、なにしてるんですか!?」

「おふろ……」

「ええっ!?　一度、寝たほうがいいんじゃないですか？」

「……３日も入ってないし」

「だから、あんな強い香水を!?」

　香水本来の使い方と言えなくもないが、言いたくはなかった。

　ぽんぽんと服を放って、神絵が裸になってしまう。

　恥ずかしい。

　ちょっと見慣れたことに、愛澄は別の羞恥を覚えた。

　こんな酔っ払いを１人で入浴させたら、大事故が起きてしまいそうだ。仕方なく、愛あ澄すみも服を脱いだ。

　ちょうどいいか、と思う。自分は出かける前にシャワーを浴びていたが、居酒屋で髪にタバコのニオイがついたから、寝る前に流したかった。




　お湯が浴槽から盛大にこぼれる──

　２人で入るには、少し狭かった。

　向かい合わせになって互いの膝を重ねるようにして座る。じんわりと身体からだが温められ、背筋がほぐれた。

「ふぅ[image: ][image: ][image: ]」

　神かみ絵えが吐息をこぼす。幸せそうな表情だった。

「よかったです」

　愛澄の言葉に、彼女がうなずいた。

「うん……よかった……」

「最近、神絵さんは苦しそうな顔ばかりしていたので、それが報われたように思えて……私、自分のことのように嬉うれしいです」

「ありがと……あと、ごめんね？　ナスさんも忙しいのに」

「いえいえ、私は大丈夫です。むしろ、神絵さんが頑張っている姿を見ていると、こっちも頑張らないと、って思えて──励みになりますよ」

「ナスさん……結婚しよう」

　一緒にお風呂に入っているときに言われると、愛澄は少しだけ身の危険を感じる。

　いつもの神絵の冗談だろうけれど。

「それ、言い過ぎです。困ります。とくに人前では絶対にやめてくださいね」

「誤解されると困る？　あいつ、に」

「うっ……!?　か、神絵さん、酔ってますね？」

「そりゃもう、勝利の美酒は最高ちゃんよ♪　まぁ、あたしは常に勝利してるから、呑のむ酒は全てが勝利の美酒なわけだけどー」

　なかなかの酔っ払いだった。

　こんなに呑んだのは、八はち丈じよう島じまのとき以来だろうか？

　──全て忘れたことにしているので、そうは言いませんけれど。

　神絵がつぶやく。

「ちゃんと言ったほうが、いいよ」

「え？」

「好きなら、好きって言わないと、伝わらないって」

「で、でも……自分の気持ちがわからないってことも、あるじゃないですか」

「してみたら、わかるんじゃない？」

「シっ!?」

「いやぁ、だって、好きじゃない相手としたら、なんか気持ち悪いでしょ」

「そ、そりゃ……でも！　そんな、軽々しく……ダメですよ！」

　愛あ澄すみはそれほど呑のんでいないのに、耳まで熱くなる。きっと顔は真っ赤だろう。

　神かみ絵えが顔を近づけてる。

「したくないの？」

「か、考えたことも──」

　ナイとは言わないが。

　愛澄は言い直す。

「──お互いの気持ちを理解するのが、先だと思います」

　嘘うそではないが、詭き弁べんだろうか。卵が先か、鶏が先かみたいな話だった。

　神絵が唇を寄せてくる。

「んもぅ、ユウトがしないならぁ、もったいないから、あたしがしちゃうよー!?」

「ちょっ……神絵さん……!?」

「キス……とか」

　さらに顔を寄せてくる。

　湯船の中では、逃げ場がない。

　本気で嫌ならば、突き飛ばすこともできると思うが、愛澄は混乱していた。以前よりは嫌じゃない……かも。

　いや、そういう問題ではないだろう。

「か、神絵さん、待っ……………………ッ!!」

　ごつん、と額がぶつかった。

「んごぅ～……んぐぅ～……」

　唇を寄せてきた神絵が寝息をたてる。イビキが狭い浴室に響き渡った。そのまま、ずるずると崩れ落ちてしまい、彼女は湯船に顔を沈めた。

　ぶくぶくぶくぶくぶくぶくぶく……

　愛澄は肩を震わせる。

「神絵[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ!?」

　生まれて初めて、人を呼び捨てにした。
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　ＧＷゴールデンウイークが明けての火曜日──

　五月の雨が降っていた。

　今日は久しぶりに、悠ゆう斗との部屋に乃のノの香かが来ている。

「先生、このシャツはどうしましょうか？」

「どう？」

「穴が……」

　乃ノ香がＴシャツの内側に手を入れて、肩のあたりを内側から押すと、ぴょこんと指が出た。

「ありゃ……捨てるしかないね」

「思い出の品でしたら、取っておきますが」

　そのＴシャツには、悠斗の手がけた《猫ソナ》のキャラクターがプリントされていた。

　たしかに、作品には一生忘れられない思い入れがある。

　色いろ褪あせても壊れても捨てたくない品物があるから、オタクの持ち物を片付けるのは難しいのだった。

「いや、大丈夫だよ。そんなこと言ってると、部屋がグッズで埋まるし。使える物だから使ってただけで」

「わかりました。お茶をいれますね。紅茶でよかったですか？」

「うん……あ、永なが井いさんから仙せん台だい土産をもらってたな」

「仙台ですか？」

「そう、萩はぎの月つきっていうんだけど」

「わぁっ、それ好きなんですよ。緑茶にしますね！」

「ありがとう」

　乃のノの香かがキッチンに立ち、電気ケトルに水を入れる。

「永井さん、ＧＷにご旅行だったんでしょうか？」

「いやぁ……ちょっと前に仕事で行ってきたらしいよ。帰りに寄ってくれたんだけどさ」

「お仕事でしたか」

　悠ゆう斗とは乾いた笑い声をもらす。

「は、はは……担当しているイラストレーターさんが連絡つかなくなったみたいで」

「ええーっ!?」

「メールの返事もなく、電話もつながらず」

「まさか、ご病気とか事故とか……」

「ツイッターでのガチャ報告だけが、延々と流れてくるという」

「あらら……」

　乃ノ香が呆あきれたように苦笑した。

　他ひ人と事ごとなら笑い話だが。

「関係者にとっては、ホラーだよ」

「それで仙台ですか？　編集さんって大変なんですね」

「家まで行って、ようやく会えて、いろいろと話し合いを──改めてスケジュールを決めたらしい」

「よかったです」

「うーん……」

　果たして、よかったのかどうか──

　あまりに暗い話なので、これ以上は言わないが。

　改定したスケジュールを守れなかったら、今度こそイラストレーターは交代になるだろう。

　もしかしたら、シリーズ打ち切りになるかもしれない。

　どのような事情があるのか、悠ゆう斗とは知らないが……

　別件を描いていたわけではないらしい。

　残念な結果になりそうだった。

　創作は習慣だ。

　悠斗も経験しているが、しばらく描かなかったら、描き方を忘れる。

　どれだけ描いても、どうにもしっくりこない。

　イメージどおりに描けない。

　過去に描けていたぶん、全くの初心者よりストレスは大きい。絵を描くことがストレスになる。

　今はこれが実力だ──そう割り切って、基礎からやり直さなければ、ずっと歪ゆがんだ絵を描くことになる。

　休んでいた者が回復するには、時間が掛かるのだ。

　初心者が成長するために、時間が必要なのと同じように……

「どうぞ、ユウト先生」

「ありがとう」

　乃のノの香かが緑茶をいれてくれた。

　永なが井いからもらった菓子を小皿に並べ、それも出してもらう。

　彼女もコタツに座った。

　スケッチブックを取り出す。

「んしょ……」

「ずいぶん、がんばってるみたいだね？」

「え？　あはっ……わたしの絵、ぜんぜんダメダメですので、がんばらないと」

「そんなことないと思うけど」

　乃ノ香がうつむく。

「……ダメダメですよ」

　家事をしながらスマホで学校の勉強をして、隙あらばスケッチブックを開いて絵の練習だ。

　いろいろと頼っている自分が言うのも、どうかとは思うが……

　身体からだを壊すほど無理をしてほしくなかった。

　絵を描くことがストレスになって、描くことを止やめてほしくない。描いていれば、いつか上う手まくなるものだから。

「もっとマイペースに楽しんでもいいんじゃないかな？」

「……ッ」

　彼女は無言で手元を睨にらみつけた。

　余計なことを言ったか、と悠ゆう斗とは焦る。

「え、えっと……今でも乃のノの香かちゃんは充分に上う手まいし、あまり根を詰めてもね？」

「わたし、ぜんぜん下手です」

「そんなことないよ」

「前だって、水み織おりさんにも負けました」

　判定したのは悠斗だった。

「あ、あれは……比べる相手が悪いというか……」

「水織さんはプロじゃないのに。歳としだって近いです」

「いやいや……」

　彼女は依頼を断っているだけだ。

　もともと異常なほど高い集中力を持っているから、物覚えがいい。我は強いが、必要だと納得すれば貪欲に吸収する。

　そのうえ、京きよう橋ばし彩あや華かが指導しているのだ。

　画力だけなら、今すぐプロで通用するレベルだった。

　そうでなければ、いくら人気のある動画配信者だろうと、素人の同人誌に行列ができたりしない。

　乃ノ香が立ち上がった。

　慌てた様子でカバンを肩にかける。

「……すみません。わたし、ユウト先生のお邪魔をしたくはないので」

「え？」

「今日は、帰ります」

「ご、ごめん、気に障ったなら……」

「違いますので」

「でも……」

「わたしのせいで、ユウト先生の手が止まるのは、イヤなんです」

「あ……」

　それを言われてしまうと、もう言い返せなかった。

　お辞儀して、乃ノ香が部屋を出て行く。

　閉められたドアを見つめた。

　もやもやとした気持ちだけが残る。

「参ったな……」

　つぶやいたところへ、キャットタワーから猫のワコムが降りてきて呆あきれたような声で、にゃあ──と鳴いた。





　　　　†






　悠ゆう斗とはスマホから、乃のノの香かへメッセージを送る。

『ごめん。一生懸命やってるところに水を差しちゃって』

　既読はついたが、返事はない。

　よほど怒っているのか。

　しかし、何度も女性にしつこくメッセージを送るのは、どうだろうか？

　相手は中学生でもあるし……

　いや、知り合ったばかりという仲ではないし……

　悠斗はスマホを掴つかんだまま、悩む。

　さらにメッセージを送るとして、何を書くべきか？

　こうなると、そもそも先に送ったメッセージの内容が失敗だったのでは、という気がしてくる。

　もっと丁寧に書くべきだった。

　ちゃんと敬語で……

　いや、それだと他人行儀で冷たい感じになるのでは……

「ううう[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

　悩んでいたら、ポンッとメロディが鳴って、メッセージが返ってきた。

「おっ！」




『かえって気を遣わせてしまって申し訳ありません。私は大丈夫です。先生がお忙しいときに、すみませんでした』




　ホッと安あん堵どする。

　悠斗は『また、いつでも来て』と送り、『ありがとうございます』と返事をもらった。

　部屋を出て行ったときは、ただならぬ雰囲気だったが、気にしすぎだったか。

　そのときは、気持ちを切り替えて、作業に戻ることができた。





　　　　†






　３週間後──

　ノックのあと、玄関が開かれた。

「ユウトせんせー、起きてるー？」

「えっ、水み織おりさん!?」

　乃のノの香かが来たのかと思ったから、驚いた。

　それを察したのか、彼女が頬ほおを膨らませる。

「あたしで悪かったですねー」

「いやいや……ちょっと驚いたけど」

　４月の終わりに、いろいろあって、それ以来だろうか。

　水み織おりが手をひらひらと振る。

「もう蒸し返さないから、そんな身構えなくていいですよ、せんせ？」

「……身構えたつもりはないんだけどな」

「あ、これ差し入れ」

　彼女は靴を脱いで部屋へあがると、転がっているゴミ袋を避よけつつ、ＰＣデスクの近くまで来た。

　スタバの包みを差し出してくる。中にはコーヒーが２つ。

「ありがとう」

「変な物は入れてないから安心してねー♪」

「逆に不安になったんだけど……」

「ふふ……あたし、彩あや華かさんと末永く仲良くしたいんで、ユウトせんせーとも会うこと多いと思うの。含みのある人付き合いなんて息苦しいだけでしょー？」

「……同感だけど。それを言いに来たのかな？」

「なわけなくて」

　そうだろう。

　わざわざ、もう気にしていない──と言いに来るなんて、変な話だ。

　水織の用件は別だった。

「乃ノ香、来てないよねー？」

「う、うん」

　悠ゆう斗との一言で関係がギクシャクしてから、この部屋に顔を出したことはなかった。

「彩華さんとの集まりにも、来なかったのよねー」

「えっ!?」

「なんか、家の都合とか言ってたけどー……そんなお堅い家じゃないでしょーって」

　あまり深く聞いたことはないが、放任主義な印象があった。

「……別の理由があるのかな？」

「メッセージ送ると、ちゃんと返事はあるんだけど、空々しいのよね。いつもの感じで返してくるけど、結局は来ない──みたいな」

「忙しいんじゃないかな？　もうすぐ受験なわけだし」

「そういや、中３か。でも、あの感じはなー……」

「なに？」

　ジトッと水み織おりが睨にらんでくる。

「浮気してるみたいなー」

「ええっ!?」

「もしかして、カレシが出来たとか!?」

「いやいや……あ、いや……ありえない話じゃないのか……」

　乃のノの香かはコスプレをすれば、長々と行列ができるくらいの容姿だ。はっきり言って美人だし、スタイルもいい。

　おへその形も。

　それは悠ゆう斗との趣味だが。

　学校の男子だとか、イベントで知り合った男性だとか、いろいろと相手は考えられる。

　想像していると悠斗は胸のあたりがモヤモヤとした。

「……可能性は、あるよな」

「まぁ、ないんだけどー」

「ないの!?」

「ほんと……ユウトせんせーは、ユウトせんせーだよねぇ」

　呆あきれたような、馬鹿を見る目を向けられた。

　悠斗は困惑する。

「……ううぅ？」

「彩あや華かさんは〝放っておきなさい〟って言うんだけどー。あたしって気になることは放っておけない性格なんだよね」

「みたいだね」

「んで、ユウトせんせーの部屋に来てないってことは……まぁ、そういうことなんだなって」

　水織の中では、いろいろなジグソーパズルのピースが填はまっているようだ。

　残念ながら、悠斗には影も形も見えていなかった。

「どういうことなんだろう？」

「乃ノ香に、何か言ったでしょ？」

「うっ……」

　見ていたかのような、問いかけだった。

　あまり人に話したいことではないが、隠すべきではないだろう。状況を解決する糸口になるかもしれない。

　悠斗は意を決して語る。

「……乃ノ香ちゃんに」

「なになに？」

「えっと……〝もっとマイペースに楽しんでもいいんじゃないかな？〟って言っちゃって……どうやら怒らせちゃったみたいで」

　水み織おりが形のいい唇に、白い人差し指の先を当てた。

　考えこむ。

「フツー」

「そ、そうだよね？　変なことは言ってないと思うんだ」

「地雷って、そういうもんよ？」

　ありきたりな言葉が相手の心をえぐるから、地雷なのだ。

　悠ゆう斗とは胸を押さえた。

「ううぅ……たしかに……やってしまったのか」

「ユウトせんせ、昔、〝彩あや華か先生の弟くん〟って周りに言われて、ヒキコモリになったんでしょ？」

「ヒキコモリにはなってないよ」

　精神的には、それに近かったけれども。

　しばらく絵を描くことができなくなってしまった。それまでに描いた絵も捨ててしまって。

　ちゃんと学校には通ったし、むしろ成績は上がったくらい。

「今の乃のノの香かは、似たような感じなんじゃないの？　わかんないけど」

「水織さんは、そういう経験ないのかな？」

「ふふ……他人の言葉で、この海え老び名な水織のメンタルが折れるわけないでしょー」

「強い」

「うーん、なにが気に障ったんだろねぇ？　熱中してるときにゴチャゴチャ言われてムカついた──って感じじゃないだろうしー」

　そんな雰囲気ではなかった。

　悠斗は思い出す。

「……一生懸命やってるところに水を差しちゃって、ごめん──というメッセージを送ったら、私は大丈夫です──って返ってきたんだけど」

「そりゃ、大丈夫じゃなくても、大丈夫って返すでしょ」

　人の心も言葉も、難しい。

　悠斗は額に手をやって、床を見つめた。

「……何て言えばよかったんだろう？」

　水織が肩をすくめる。

「わかんないねー。ああ、だから、彩華さんは言ったのか──〝放っておきなさい〟って」

「さすがだなぁ」

「めんどくさい弟が身近にいただけのことはあるわよねー」

「……めんどくさいって」

　否定はできないが。

　あはは、と彼女が笑った。

「まぁ、だいたい状況はわかったし、あたしは納得したから、放っておくわ。地雷なんて踏まれたほうが立ち直るしかないって思うんだー」

「いやいや……」

「知るかー!!　って感じよねー」

「いやいやいや……」

　もう水み織おりの中では、乃のノの香かの件は終わったらしい。

　話題を転じる。

　持参したコーヒーがなくなるまで雑談し、彼女は羽を休めた水みず鳥とりのように、ひらりと去っていった。





　　　　†






『大丈夫ですか、ユウト先生？』

「ええ、大丈夫です」

　悠ゆう斗とは電話の向こうには見えていないと知りつつも、頭を下げた。

『週明けでも、どうにかしますけれども』

「……本当にすみません」

　〆しめ切きりは金曜だったが、この調子だと月曜になりそうだ──と進捗確認を入れてきた担当編集の永なが井いに告げた。

『最近だと珍しいですね』

「ああ、そうかもしれません」

　アニメ関係のイラストであれば、マリィの原稿を待つ必要がないから、自分のペースで仕事ができる。

　過密日程ながらも、順調に描けていたのだが。

『ユウト先生は描くのが速いし、ゲームとかで遊んじゃうこともないので、心配してないですけど』

「……いや……今回は、僕のミスです」

『何かありましたか？』

　乃ノ香のことが頭をよぎる。

　しかし、それをイラストが仕上がっていない理由にするのは、嫌だった。それも含めて全て自分の問題だ。

「納得いく絵が描けなかったので、もう少し時間が欲しいだけです」

『…………そうですか。わかりました』

「すみません」

『では、６月３日──月曜の午後イチで。よろしくお願いします！』

「がんばります」

　通話を終えて、深く息を吐く。

　ふぅぅぅ…………

　その後も、乃のノの香かと連絡は取れているが、距離感のある状態が続いていた。

　彩あや華かも水み織おりも会っていないようだ。

　他の面々とも。

　悠ゆう斗とは思う──自分が担当編集者で、乃ノ香がプロのイラストレーターなら、家を訪ねたいくらい。

　しかし、そんな関係ではない。

　乃ノ香は善意で、悠斗の生活を支えてくれて。

　自分は頼まれてもいないのに、彼女の創作活動に口出しして、怒らせた。

　もう一度、ため息をつく。

「はぁ……そもそも……普通の女の子は、ゴミ捨て場みたいな部屋で暮らしてる男の部屋に、わざわざ来たりしないよな」

　半月前に乃ノ香が綺き麗れいに片付けてくれた部屋が、今は混こん沌とんを絵に描いて額に入れたような有様となっていた。

　半分は、猫のワコムの仕業だが……

　それも家主が遊んであげないからだと思えば、結局は悠斗のせいだった。

　これが当然で、元通りで、自分の部屋だ。

「魔法が解けたかのようだねぇ」

　コンビニ弁当の空箱をゴミ袋から引きずりだそうとするワコムを、悠斗は両手で持ち上げる。

　ワコムが、ンナァァァ……と切なげに鳴いた。
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　日曜の昼過ぎだった。

　白しろ砂すなは原はら宿じゆく駅で待ち合わせをしていた。約束の時間を15分ほど過ぎたところで相手を見つけ、大きく手をあげる。

「マリィちゃん！」

　外で〝マリィ先生〟と呼ぶと、場所によっては耳目を集めてしまうことがあった。作家《小お倉ぐらまりぃ》は業界的には有名人だ。

　だから白砂は、最近は〝マリィちゃん〟と呼んでいる。

　とてとて、と彼女が近づいてきた。

「やっと会えたね、白砂ちゃん」

「はい、よかったです♪」

「何度も途中で帰ろうかと思ったわ」

「えーっ!?　体調が悪いんですか？　人混みが苦手とか？　買い物って気分じゃない的なやつ!?」

「次のシーン、いい感じのセリフが思いついたから」

「うっ……そうなんだ」

「でも、白しろ砂すなちゃんを見たら、いまいちかなって気がしてきたから、もういいの」

「ちょっと複雑だけど……大丈夫なら、まぁ」

　ユウトや乃のノの香かと同じように、白砂もマリィに振り回されている一人だった。彼女の言動は突拍子もない。

　とはいえ、クリエイターには少なからず同じような傾向がある。

　白砂にも身に覚えがあった。

　日常の何でもないときに、ふと思いついてしまい、そちらに思考を持って行かれる。

　自分と一緒にいるときの友人たちも、同じようなことを感じているのかもしれないな、と思った。

　周りを気遣って表に出さないようにするか、隠さずに言うか、その違いだろう。

　マリィが駅の外へと歩き出す。

「行こう、白砂ちゃん。お買い物でしょ」

「はい！」

「なに買うの？」

「あたしは夏物のプレセール狙いかな☆　７月からバーゲンセールやるんだけど、その頃には人気あるのって売り切れちゃってるから～」

「ああ、服を買うの」

「ちょっ……!?　もともと、マリィちゃんが買いたいって言ったんだけど!?」

「おー？」

　忘れているのか、冗談で言っているのか。

　いまいち真意が掴つかめなかった。

　むしろ、理由を覚えていないのに原はら宿じゆくまで来てくれたとすれば、それはそれで友情を感じなくもないけれど。

　駅を出る──

　休日の昼中だけあって、かなりの人混みだった。

　真まっ直すぐ続く道に、ぎっしりと人が犇ひしめいて、アスファルトが見えない。

　マリィがくるりと背を向けた。

「ここはハズレみたいよ、白砂ちゃん。道がないもの」

「いやいやいや……意外と歩けるって！　大丈夫って！」

　嫌そうな顔をする彼女を引き戻し、白砂は人混みへと突撃していく。

　白砂に自覚はないが──

　彼女は意外と押しが強い。こうと決めたら、引かないし、譲らないという性格だった。

　いくつかの店に寄り道をしつつ竹たけ下した通りを抜け、神じん宮ぐう前まえ交差点まで歩いてラフォーレで買い物をする。

　白しろ砂すなは着回ししやすそうな黒キャミソールを手に取った。

「あ、これいいカンジー♪」

「いろいろ見えちゃわない……？」

「これだけを着て外に出たりはしないからね!?」

「何枚も着るのって面倒」

「マリィちゃんが、いつもワンピースなのって、そんな理由だったり？」

「何も着ないで、何も食べないで、寝ないで生きてられたらいいのに」

「理想が人間やめてんねー」

　以前は畏かしこまって敬語を使っていた白砂だが、最近は吹っ切れている。身体からだを洗い合った仲だった。

　マリィは本当に無目的で、ぼんやり展示品を眺めているばかりだ。

　しかし、白砂はマリィの持っている服を全て把握しているから、小さいサイズも扱っているショップで、ワンピースを選んであげた。

「白砂ちゃん、それも着るの？」
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「私だと、このサイズは入らないって。マリィちゃん、夏服を持ってないでしょ」

「服、あるよ？」

「けっこーボロボロになってたっしょー」

「小学生のときに買ったやつだから」

「ありえないし！」

　何年前の話なのか。その頃から体型が変わっていないのか。流行が１周しそう!?

　白しろ砂すなは傾向の違うデザインのを３着ほど選び、マリィに手渡す。

「とりま、このへん試着してみない？　それとも、もっと別のラインがいい？」

「わかった」

「うん」

「買ってくる」

「ん……んんん？」

　マリィがレジに駆けていき、３着とも店員に手渡す。

　白砂は慌てて後を追いかけた。

「ちょっ、ちょっ……マリィちゃん、全部買うの!?」

「うん。だって、白砂ちゃんが私のために選んでくれたんだもの」

「あ、う……」

　そういう意味ではないのだろうけれど、思わず照れてしまう白砂だった。





　　　　†






　買い物のあと、カフェに落ち着く。

　頼んだパフェをつつきながら、同世代の友達と話すみたいに雑談をしていたら……

　白砂のスマホが鳴動する。

「あ……ごめんね」

　確認すると、担当編集の雑ぞう本もと逸いつ巳みからのメールだった。

『まだ原稿は来てないけど、イラストは予定どおりでお願いシマース』

　ビジネスマナーの講師が見たら卒倒しそうな、相変わらずのテンションだ。

　白砂はジト目で隣を睨にらむ。

「まだ終わってなかったんですか？」

　マリィが首をかしげた。

「なにが？」

「《曲きよく月つき》の２巻の原稿ですよ。雑本さんからメールが」

　ほら、と見せると──

　マリィは珍しいものでも見るように目を丸くした。

「へー……」

　他ひ人と事ごとか!?

　今年の２月に１巻が出て、なかなかに好調だと聞いている。

　ＳＮＳで白しろ砂すなのところへも読者から好意的な感想が寄せられ、ホッと胸をなで下ろしたものだ。

　普通なら３～４ヵ月で２巻が出る。

　ところが、もう４ヵ月目──６月に入ったというのに刊行予定に《曲きよく月つき》２巻はなかった。まだ原稿がないのだから当然ではあるが……

　マリィが天を仰ぐ。

「違うのよ！　違うのよ！　素敵なシーンが降ってこないの！　お月様にお願いしてるのに」

「私はお月様じゃなくて、マリィ先生の原稿が読みたいんですけどー!?」

「ユウトくんみたいなことを言う」

「イラストレーターだったら、誰でも同じように思うっての！」

　白砂は昔のことを思い出して、少し意地悪な気持ちになる。

　編集者がマリィに見せた選考用のイラストが、たまたまユウトを連想させる《猫ソナ》の絵だったから──というだけで自分は選ばれたのだ。

　中学生ならグレてもおかしくない。

　白砂は、お酒の呑のめる歳としになったので、そんな子供みたいなことは言わないが……

　マリィが顔をしかめる。

「でも……面白くないものは、誰も読みたくないでしょう？」

「そりゃ、そうですけどー」

「私も書きたくないのよ」

「わかりますけどー」

「白砂ちゃんの絵にも、相応ふさわしくないもの」

　言われて、つい唇を尖とがらせる。

「ユウト先パイに似てるだけですけどね、私の絵なんて！」

　思いっきり子供みたいなことを言ってしまった。口が滑った。白砂は内心で焦る。

　しかし、マリィは驚くほど平然としていた。

　笑顔で言い放つ。




「今の白砂ちゃんの絵は素敵よ。ユウトくんは関係ない」




　うっ、と白しろ砂すなは固まった。

　不意打ちされ、自分自身に驚くくらい感情が昂たかぶってしまう。

　鼻の奥が、つんとして──

　目頭が熱くなった。

　白砂は思わず席を立つ。

「トイレ」

　逃げようとしたら、タイミング悪く女子トイレに誰かが入っていくのが目に入った。

　──間が悪い。

　マリィから顔を背けたまま、目元をぬぐった。

　お世辞を言うようなタイプではないから、おそらく本心なのだろう。

　嬉うれしいと感じる反面、そんな一言で歓喜してしまうお手軽なヤツだと思われたくなかった。

　数秒の沈黙が、再びのスマホの鳴動で打ち消される。

　また雑ぞう本もとからだった。

『原稿を絶対来週木曜までに送ってこないと沈めるって小お倉ぐらに言っておいて』

　──一緒にいることバレてる!?

　ぶわっ、と嫌な汗が吹き出したが、そうではなかろう。

　白砂がマリィと親しくしていることを、雑本には言ってある。会ったら言っておいて、くらいの意味だ。そのはずだ。

　周りを見回して、見知った顔がないのを確認してから、白砂は吐息をついた。

「ふぅー……マリィちゃん、これ！　マジ本気で書かないと、割とガチギレされんよ？」

　またスマホを見せた。

「そうだね」

　白砂は少し違和感を持つ。

「……ねえ、なんで雑本さん、急にスケジュールのこと言うようになったんだろ？」

　待てど暮らせど２巻の原稿が来ないから怒りだしたというのは、理解できる。

　しかし、それなら４月くらいから怒りそうなものだ。白砂の記憶によれば、先月の半ばになってから急に厳しくなった。何かあった？

　白砂は青ざめる。

「まさか、あんまり遅いようだと、打ち切りなんて……!?」

　マリィが首を左右に振った。

「ないない」

「ハッ！　じゃあ、良いことのほう!?」

「あはは……」

　コミカライズ──は、もう漫画家を探している段階だと聞いている。関係ない。

「ゲーム？」

「やるみたいだけど、それは関係ないのよ」

　それ以外にも企画が動いている？　だとすれば！

　白しろ砂すなの心臓が高鳴った。

「ア、アニメ化……ッ……とか……でしょうか!?」

「ちょっと違って」

「え？」

「ドラマだって」

「……………………はい？」

　間抜けな声が出た。

　あっ、と今さらになってマリィが口元に手をやる。

「これ言っちゃいけないやつだっけ……？　どうだったかなー……？」

　動かしているシリーズが多すぎて、ぜんぜん把握できていない彼女だった。

　──ドラマ!?

「ちょっと失礼します」

　そう言い残し、白砂は席から離れる。




　店の外──

　白砂は担当編集の雑ぞう本もとへ、電話をかけた。

「あ、あの！　ドラマって!?」

『ヤッホー、どっから聞いたの？　まぁ、いいか。決まったんでヨロー♪』

　相変わらず居酒屋で出来上がっているような口調だった。

　まだ昼間なのに。

　いや、今日は日曜か。もしかしたら、本当に呑のんでいるのかもしれない。冷蔵庫に缶ビールが並んでいるような編集部だった。

　白砂は問う。

「ドラマって……イラストレーターがやることあるんですか!?」

『ＴＶテレビ局しだいだけど、あんまりないんじゃない？　キービジュの依頼もなかったし？』

「うっ……」

　作品が映像化するのは嬉うれしいが、自分は蚊帳の外だった。

　ドラマ化の話が、自分にだけ教えられていなかったのも納得だ。何もする必要がないのだから。

「あの……《曲きよく月つき》のアニメ化とかは……？」

『今のところ、そういう話はないねえ。ストロンガーは営業してくれてるけど！　不景気だからねー』

　ストロンガーというのは、メディア展開の営業さんの愛称だ。由来は愛飲している飲料から。優秀だという噂うわさだが、その人物だけで決められるものではないことくらい、白しろ砂すなとて理解している。

　アニメの話はない。

　ドラマ化にイラストレーターの出番はない。

「わ……私にできることって……何かあるんでしょうか……？」

　すがるような白砂の問いに、雑ぞう本もとが即答する。

『もちろん！　原稿がないのに絵を描いてくれると、すっごい助かるよー』

　白砂は、その場に崩れ落ちそうになった。
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　同６月２日、夕方──

「ううぅー……」

　神じん宮ぐう寺じ神かみ絵えはゾンビみたいな呻うめき声をこぼした。

　愛あ澄すみが苦笑する。

「どうぞ、お水ですよ」

「む、迎え酒を……」

「ダメです」

　飲み過ぎたせいで、頭が割れるように痛い。かなりの二日酔いだった。

「うー……ひさしぶりに呑のんだせいか、きてるわ」

「寝不足なのに、あんなに呑むからです」

「特別に美お味いしいお酒だったからさ」

「普通のレモンサワーでしたよ。特別だったとすれば、神絵さんの気持ちでしょう」

「まぁ、そうなんだけどねー」

　今でも気持ちがフワフワしている。

　不幸は継続的で幸福は一瞬だというが、今の神絵はずっと幸福を感じているような状態だった。

　この頭痛がなければ、たぶん。

「ううぅ……頭が……ク、クスリを……カプセルを……ッ……ぐっ、うああぁぁぁ」

「大丈夫ですか、神絵さん？」

「超能力が使えそう。きっとコンクリートとか割れるやつ」

「元気そうですね」

「へうー……仕事するかぁ」

　どんな状態でも、手が動くのなら絵は描ける。神絵はコタツでＰＣを起動した。

　ポーン、とSkypeからの着信音が鳴る。

　錦にしきだった。

「ナスさん？」

「かまいませんよ」

　もう慣れたもので、皆まで言わずとも以心伝心だ。

　神絵はSkypeの通話ボタンを押した。

「はよーん」

『おっす、ハラミ。試写会は行けたのか？』

「当然でしょー。民が女神を讃たたえる声を錦にしきにも聞かせたかったわ」

『あんなスケジュール、よく間に合わせたなぁ』

「余裕よ♪」

　リビングで洗濯物を畳んでいるナスが、くすくすと笑う。

　悲鳴をあげながら作業していたのだから、余裕とは言えなかった。

　間に合ったからいいのだ。

　神かみ絵えはクリスタでコマ割りをする。余韻が冷めやらぬうちに、レポマンガを描くつもりだった。

『ああん？　なんだ、こりゃ？』

　錦が変な声をあげた。

「なに？　飲み物に虫でも入ってた？」

『そんなんじゃねーっての。ユウトにも声をかけようとしたんだが……今、配信をやってるみたいで……』

「そういや、日曜だもんね」

『……どうやら、金曜からやってるっぽい』

「はあ？」

『ユウトのヤツ！　金曜の昼くらいに作業配信を始めて、もう２日以上もぶっ通しらしいぞ!?』

「はあああああー!?」

『〝金曜〆しめ切きりの仕事が終わってない〟とか言ってるらしいけど、どう考えてもヤバイ！　そうじゃなくても、ここ最近は根詰めてたはずなのに』

「ばっっっかじゃないの!?」

『そりゃまぁ、お絵かきバカだからなー』

「死ぬし！」

　ちょっと検索してみると、たしかにＳＮＳで話題になりつつあった──イラストレーターのユウトが50時間も作業配信している。

　途中で枠を取り直したり、猫に餌をやったりしているが、ほぼ休憩を取っていないらしい。

　神絵は配信画面を開く。




『あー……うーん……この色でいいのかなぁ…………んー…………』




　まるで寝言みたいに滑舌のまったりした口調だった。

　一瞬、手と声が一時停止みたいに止まるが、何事もなかったかのように再開された。

　コメントが流れてくる。





　　　『今、寝てました？』『寝てた』『ご無理をなさらず』






『え？　寝てないです。大丈夫、もうすぐ終わるから』




　どうやら瞬間的に寝落ちしたにもかかわらず、その自覚がないようだった。

　描いているのは新刊のカバーだが、編集部から許可が出ているとかで、作業の様子を表示している。

《魔女猫を飼う》のイラストだ。

　これが今のユウトの本気のイラストか──と神かみ絵えは見つめてしまう。

　ナスも画面を覗のぞきこみ、息を呑のんだ。

「……っ」

　細かいところまで、めちゃくちゃ丁寧に描き込まれているのに、全体としての印象はまとまっている。

　焦点が明瞭で、小物の緻密さが存在感を引き立てていた。

　キャラクターが活いき活いきとして、今にも動き出しそう。

　いつも自信に満ち満ちている神絵だったが、一瞬だけ気持ちが揺れた。自分のイラストは雑すぎではないか？

　ほんの一瞬のことだったが。

　──絵に感心してる場合じゃないっての！

「いくら仕事のイラストっても、ヤバイんじゃないの？」

『無む茶ちやしすぎだよなー』

「止とめたほうがいいよね？」

『ユウトに連絡してんだけど、配信中のせいかスマホやSkypeの通知を切ってるみたいなんだよ』

　錦にしきの声も切迫してきた。

　画面の向こうで、ユウトの声が──




『うーん…………ああ！　やっぱり、ここの影は薄すぎる！　もっと、こう……ッ』




　ガタン！　と大きめの物音がして、声が聞こえなくなった。

　カーソルの動きも止まる。

　猫の鳴き声だけが聞こえてきた。

　コメントが一斉に流れてきて、画面が埋まる。





　　　『寝た!?』『落ちたー』




　　　　『先生！先生！』『ガチでヤバいんじゃないか？』






　神かみ絵えは腰を浮かせる。

「あ、あたし、行ってくる！」

『そういや、近くに住んでるんだったな、頼む！』

「任せ……うぎゃっ!?」

　ガツン！　と頭がハンマーで殴られたように痛んで、神絵はうずくまった。

『ど、どうした、ハラミ!?』

「二日酔い」

『バカヤロー!!』

「あ……大きな声、やめて……ん？」

『どうした？』

「………………ナスさん、行っちゃった」

『やべぇぇぇー!?』

　追いかけようにも、神絵は立ち上がるのも難しいような状態だ。

　錦にしきは秋あき葉は原ばら近くの自宅で、間に合うはずもない。

　ナスのマンションからユウトの部屋までは、走れば３分もかからない距離だった。

　ほどなく、ガタガタと配信から足音が聞こえてくる。




『ユウトさん！』




　ナスの声だった。

　何度か呼びかける。

　コメントは大盛り上がりだったが、それどころではない。ナスが部屋を訪ねても、ユウトが反応しない。

　騒がしいのは猫ばかり。

　──まさか、本当に死んでるんじゃ？

　神絵は背筋が寒くなった。
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「うっ……ううぅ……ん？」

　悠ゆう斗とは目を開ける。

　──もう朝か？

　誰かが声をかけていることに気づいた。

　最初に思い浮かんだのは、乃のノの香か。

　夕方に打ち合わせがあるとき、数時間だけ仮眠したいとき、よく起こしてくれるよう頼んでいた。

　違う声だ。

　ぼやけた視界が、像を結ぶ。

　同時に切迫した声が耳に飛びこんできた。




「ユウトさん！」




「……あれ？　ナスさん……なの？」

「ああああぁ……よかった……」

　彼女は涙ぐんでいる。

　理由がわからない。

　ナスが部屋にいる理由も、泣きそうになっている理由も。猫のワコムが擦り寄ってきている理由も。

「どうしたんだい？」

「……ユウトさん、倒れていたんですよ？」

「倒れて、た？」

　そんな馬鹿な、と思った。自分は床で寝てしまったくらいのことではないのか。べつに身体からだに不調はないし。

　しかし、言われて周りを見てみれば──

　悠斗は椅子のすぐ横で、床に俯うつぶせで寝転んでいたらしかった。

　ナスが不安げに問うてくる。

「どこも痛くないですか？」

「……目が……あと、肩と手首が……いや、これは、いつものことかな。あ、唇が痛いかも？」

　むしろ、寝起きのように頭がスッキリしている。

「痣あざになってます、ユウトさん」

　手で触れてみると、ピリッと下唇に痛みが走った。

　倒れたときに顔を床で打ったのか。

「……記憶にない」

「絵を描いていたのは、覚えていますか？」

「ん？　んん？　…………あ、そうだ！　《魔女猫》のカバーを描いてる途中だった」

　床に転がっているペンに手を伸ばしたら、ナスが怖い顔をして迫ってきた。

「ユウトさん、もっと身体からだを大切にしてください！」

「うっ……」

　改めて言われると、ぐうの音も出ないほど自分は頭の悪いことをした自覚がある。

「……もうちょっとで終わると思ったところで、気になる箇所を次々と見つけちゃってね？」

「どうして、途中で休憩を取らないんですか!?」

「いや、途中で寝ると、頭の中にあるイメージが消えちゃいそうな気がして……」

「それにしたって、眠くなかったんですか？」

「それが……30時間を超えたあたりから、不思議と眠気が消えて……むしろ、目が冴さえてしまって」

「どうして、そこまで無む茶ちやするんですか!?」

「た…………楽しかったから」

　はぁ[image: ][image: ][image: ]、とナスが脱力したような深いため息をついた。

　悠ゆう斗ともバカではないから、自分がバカなことをしたのは理解している。

　申し訳ないと思った。

「……ごめん。心配かけた」

「心配しました」

「うん」

「配信を見てたら、大きな物音がして……来てみたら、ユウトさんが床に倒れてて……」

「そうか。配信を見てて……え？」

「あ」




　──配信!?




　悠斗とナスは、慌ててＰＣの画面を見る。

　コメントは大おお賑にぎわいで、イベント会場と化していた。

『ナストキュウリ』の名が踊り、昔の話──影かげ鯱しやちというストーカーと対たい峙じしたときの逸話まで掘り出されていた。

　婚約者。

　ナスが顔を真っ赤にする。

「あ、あの……どうしましょう……？」

「あー……えっと……」

　悠ゆう斗とは落ちていたヘッドセットを拾うと、マイクに向けて言う。




「すみません。ご心配をおかけしました。僕は無事です。配信はここまでということで、長い時間ありがとうございました」




　ナスについての質問コメントが大量に流れていた。




『どんな関係なんですか？』




　──僕だって教えてほしいよ。

　悠斗は『配信停止』をクリックした。

　配信ツールを終了する。

　見れば、マスホやSkypeに山のような通知が来ていた。大半は錦にしきだ。

「……しまった」

「二に色しきさんや神かみ絵えさんも、心配していましたよ？」

「そうだよね。ごめん」

　絵を描いているときは他の全てのことを忘れてしまう。それが悠斗の悪い癖だ。

　今回は、とくに暴走してしまった。

　頭を抱える。

「ナスさんのことも……どうしよう？　僕のせいで……」

「いいんです。まずは、ゆっくり休んで。起きてから、考えましょう」

「……でも」

「そんな倒れるような状態で考えても、いい解決策は出ないと思いますから。ね？　ユウトさん」

「……そうだね」

　反論できる材料はなかった。

　悠斗はベッドに横になる。

　猫のワコムが、ナスの足に頬ほおを擦りつけていた。

　にゃー。

「そういえば、夕飯をあげてなかったな」

　もうすぐ日が落ちる。

「ワコムちゃんのゴハンなら、私があげておきます。おやすみなさい、ユウトさん」

「……ありがとう、ナスさん」

　目を閉じたのに目前に液晶画面があるみたいに、瞼まぶたの内側が光っている──と感じる。残像か。

　これは寝にくいなぁ。

　そんなことを思ったときにはもう、再び気絶するように悠ゆう斗とは眠りに落ちていた。
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　白しろ砂すなとマリィはカフェのあと、表おもて参さん道どうへ足を伸ばした。

「うぷ……」

「どうしたの、マリィちゃん？」

「人に酔ったの」

「な、なるほどー……」

「大丈夫よ、楽しいから」

　あのマリィが、他人を気遣っている!?　と白砂は衝撃を受けた。

　感動的でさえある。

　人は成長できる。

　年上で業界歴も長い相手に失礼かもしれないが、そんなふうに思ってしまった。

　白砂はスマホを取り出す。

「ちょっと夕飯には早いけど、休憩しよっか？　どこがいいかなー？」

　ふと通知が来ていることに気付いた。

　動画サイトのアプリだ。

　開いてみると──ユウトの配信が、また始まったことがわかった。

「先パイ、またやってる系……あれっ、違う!?」

「どうしたの？」

「いや、ユウト先パイが、なんか休憩なしに長々と作業配信してるらしくて……」

「サギョーハイシン？」

「えっと……仕事してるんです、２日以上も寝ないで」

「ふーん？」

「反応、薄ッ!?」

　考えてみれば、マリィも無む茶ちやなスケジュールで仕事をすることが多い。２日寝ないくらいは特別ではないのか。

　当然という顔をしていた。

「休憩にユウトくんも呼ぶの？」

「いやいや……今、忙しいみたいですし」

「そ」

「まぁ、先パイは少しはご休憩したほうがいいと思いますけど……」

「そうよね。ご休憩しよ！　ご休憩！　ご休憩！」

　こんな人通りが多い場所で、あまりソレを連呼されると、ちょっと困ってしまう。

　そのとき──

　開いたままになっていた作業配信から、ガタン！　と音が流れてくる。

「え？」

「やっぱり呼ぶの？」

「い、いえ……なんか、様子が……」

　コメントで『倒れた』と流れてきた。

　白しろ砂すなは青ざめる。

「うそ……」

「なになに？」

「ユウト先パイ、倒れたっぽくて」

　たしかに声が聞こえない。心配するコメントに、何の反応もなかった。

　マリィがスマホを覗のぞきこんでくる。

「倒れたの？」

「た、たぶん……」

「どこ？」

「自宅だと思います」

　作業配信を出先からやる人は、ほとんどいない。

「すぐ行こ！」

「ええっ、ユウト先パイの家ですか!?」

「ユウトくんは自宅で倒れたんでしょう？　他のとこ行ってどうするの、白砂ちゃん？」

「そ、そうですけど……」

　少し考えてみれば、このままレストランでまったり夕飯を食べられるわけがなかった。たとえ意味がなかったとしても駆けつけるべきだ。

　放っておけない！

　白砂はパニックになって、すぐに判断できなかったのに……

　マリィは迷わず歩きだしていた。

「…………」

　すごいな、と思う。

　外見は子供みたいだし、普段は子供みたいなことを言ってばかりだけれど、いざとなると頼りになる。

「あ、あの……マリィちゃん」

「なに？」

「駅、逆だと思う」

「アウチ」

　急いで逆方向へと向かうのだった。





　　　　†






　池いけ袋ぶくろ駅から、ユウトのマンションまで、歩けば10分の距離だ。

　走れば、その半分の時間で着く。

　そのはずだったが……

　いつも部屋に籠もって小説を書いているマリィは、子供みたいに体力がない。

「ひぃ……ふぅ……もう無理……」

　まだ１００メートルくらいしか走ってないんだけどー!?　と白しろ砂すなは内心で抗議の声をあげた。

　責めても仕方がないので、励ましの言葉をかける。

「がんばって！」

　白砂は散歩くらいの気軽さで海水浴をする島で育ったし、よく家業の手伝いをしていたので、体力はあるほうだった。

　マンションへ向かう。

　配信でナスが駆けつけたのは知っていたし、無事というユウトの言葉も聞いた。

　それでも、心配は心配だ。

「ん？　あれって……」

　ユウトのマンションの前に、不審者の姿。

　もう６月だというのに紺色のコートを着こんで、ニット帽をかぶり、黒縁のメガネにマスクをつけている。

　怪しい。

　マリィが片手を挙げた。

「乃のノの香か！」

「わわ、マリィ先生!?」

　近づくと、たしかに乃ノ香だ。

　白砂は首をかしげる。

「最近の中学って、そういうの流は行やってるカンジ？」

「いえいえ……これは変装といいますか……ユウト先生にご迷惑をかけないように」

「んん？　あっ、ああ！　なるほどー」

　考えたこともなかった。

　乃のノの香かが困ったような顔をする。

「制服ですと、ご近所の目があるかな、と思いまして」

「たしかに！　独り暮らしの男の部屋に、女子中学生が出入りしてたら、いろいろマズイかも」

「ですよね」

「乃ノ香ちゃんも、大変なんだねー」

「あはは……」

　乾いた笑いをこぼした。

　マリィが問う。

「それで？　なんでマンションの前でウロウロしてたの？」

「うっ……そ、それは……」

「ユウトくんに会いに来たんでしょ？」

　乃ノ香がうつむいた。

　それから、小さくうなずく。

「……そのつもりでした……でも、もうナストキュウリ先生が来て、ユウト先生も無事というお話だったので」

「みたいね」

「なら、わたしが押しかけたら、かえって迷惑かと」

「どうして迷惑？　なんで？」

「…………」

「ユウトくんが言ったの、迷惑って？」

「そんなこと先生は言いません！」

「じゃあ、乃ノ香はどうして迷ってるの？」

「あ、う……」

　マリィが身を翻して、マンションの中へと歩いて行く。

「ほらほら、行くよ、２人ともー？」

　話の途中だったと思うのだが……マイペースなどというものではなかった。無人の野を行くが如ごとしだ。

　マンション前に、白しろ砂すなと乃ノ香が取り残された。

「……何かあったの？」

「ううぅ……」

「まぁ、言いたくないことなら、無理に聞こうとは思わないけど」

「すみません」

「だ、男女の間のことって、いろいろあると思うし……」

　白しろ砂すなは頬ほおが熱くなる。

　乃のノの香かが、ぽかんと口を開けた。

「えっ？」

「ん？」

「そ、そういうのでは、ぜんぜんナイですので！」

　ぶんぶんと彼女が両手を左右に振る。

　ホッ、と白砂は胸をなでおろした。

「よかったー。びっくりしたよ、もぉ」

「わたしも驚きました。そんな誤解をされてたなんて」

「私だって、ユウト先パイにかぎって、そんな……って思ったけどさー。他に気まずくなるような理由なくない？　みたいな」

「そ、それは……」

「とりあえず、顔だけ見てこうよ。ユウト先パイに会いに来たんでしょ？」

「……わかりました」

　こんな表情をする子だったかな──と白砂は思う。

　もっと瞳をキラキラさせて、未来だけを見ているような印象があったのに。

　エレベーター前で、マリィが待っていた。

「乃ノ香、絵を描いてるって？」

「あ、はい……」

「苦悩してる顔だものね」

「うっ!?」

「いいよ。いいかんじよ、乃ノ香。クリエイターって、そういう影のある顔をしてるものだから」

「そ、そうでしょうか……？」

　乃ノ香は自身の顔をなでた。

「ふふふ……」

「でも、マリィ先生は、そんな感じしません」

　うんうん、と白砂も同意する。マリィは飄ひよう々ひようとしていて、苦悩なんて表に出していなかった。

　マリィが笑う。

「書いてないときに悩んでも無駄でしょ？」

「そ、それは、そうなのですがー」

「マリィちゃん、それ納得いかないんだけどー!?」

　白砂も声をあげた。

　わーわーと言っているうちにエレベーターが１階へ到着し、扉が開いた。

　３人で乗りこむ。





　　　　†






　ノックをして、少し待っていたら、扉が開いた。

　ナスが顔を出す。

「あら、白しろ砂すなさんと……」

「こんにちは」

　白砂は挨拶をしたが、その横を擦り抜けて、マリィがさっさと部屋にあがりこんだ。

「ユウトくんは？」

「寝てるー」

　そう言ったのは、コタツでスマホをいじっている神かみ絵えだった。

「そ」

　奥の部屋へ突進しようとするマリィを、慌てて白砂は引き留める。

「ま、待った。起こしちゃマズイし」

「起きないでしょ」

「だとしても、寝てるっていうなら、待つか帰るべきだよ、マリィちゃん」

「むー」

　ぷくっと頬ほおを膨らませたが、それ以上の我わが儘ままは言わなかった。

　コタツに座りこむ。

「じゃあ、待つ」

「……よければ、私も」

　白砂はナスのほうへ視線を送った。

　彼女が首をかしげる。

「それは私が決められることではありませんから……でも、ユウトさんが起きたときに、皆がいたほうが喜ぶと思います」

「迷惑じゃないですかね？」

「静かにしていれば。というか……」

「というか？」

「……ユウトさんは、皆に心配かけたことを知ったほうがいいと思います」

「あらら……ナス先生が怒ってるなんて珍しー」

　その言葉を、神絵が鼻で笑った。

「フフン……あたしなんて、しょっちゅう怒られてるけどね、ナスさんに！」

　白しろ砂すなは呆あきれて返す。

「それ、まっっったく自慢することじゃないからね、神かみ絵え？」

「やっぱり？」

　玄関に立ち尽くし、靴も脱がない乃のノの香かに、ナスが気遣うような視線を送る。

「どうかしたの、乃ノ香ちゃん？」

「あ、いえ……」

「…………」

「…………わ、わたし……やっぱり……」

　ぐぅ[image: ][image: ][image: ]と音がした。

　派手な腹の音だ。

　神絵に目を向けられ、白砂は睨にらみ返す。

「私じゃないからね」

「あたしだって違うしー」

　ということは。

　マリィが切なそうな声をあげる。

「おなかすいたー」

「あ、もしかして、マリィちゃんお昼は……？」

「昨日の夜から食べてないの」

　あわわ……と周りが慌てる。

　白砂は〝カフェに入ったとき、もっとケーキでもトーストでもパスタでも食べればよかったのに〟と思った。

　放っておくと死んじゃいそう、まるで赤ちゃんだ。

　なんにしても、ユウトに続いてマリィまで倒れてしまったら大変だ。

　ナスがサイフを手に取る。

「お夕飯の用意をしましょうか。起きたら、きっとユウトさんも食べると思うし」

「あたしも、お腹なか減ったー」

　神絵が手を挙げる。

　白砂も同じく。

　料理するよ──と言いかけて、考え直す。

「乃ノ香、何か作ってよ」

「えっ？」

「いつも作ってるんでしょ？」

「そ、そうですが……でも、料理なら白砂さんのほうが……」

　白砂は郷土料理店の手伝いをしてきて、とくに魚料理には自信があった。

　それでも、今は任せる。

「余よ所その台所は使いにくいし、ユウト先パイの好みを一番知ってるのは、乃のノの香かでしょ」

「それは……」

「必要なら手伝うから、何でも言って」

「んぅ……」

　逡しゆん巡じゆんする彼女に、ナスが声をかける。

「多いと大変だと思うけど、一緒に作りましょ、乃ノ香ちゃん」

「えっと……」

　神かみ絵えがスマホを掴つかんだまま言う。

「あ、錦にしきも来るってさー。コミイチで貰もらったウイスキーを持ってくって」

「飲み会じゃありませんよ……？」

　ナスが剣けん呑のんな目つきで睨にらんだけれども、神絵は気付かない振りをしていた。

　たしかに、よく怒らせているようだ。

「あと、担当さんも来るかもって。ナガチーさん」

「帰る！」

　マリィが逃げようとして、神絵が宥なだめる。

「まあまあ、いくら編集さんでも、こんな場所でお説教はしないって」

「むー……ほんと？　ほんとにおこられない？」

「へーきへーき」

　白しろ砂すなは、密ひそかに記録している『マリィちゃんメモ』で確認する。

　永なが井いさんが担当で、ユウトとやっている《魔女猫を飼う》シリーズの原稿は提出済みのはず。

　おそらく、怒られはしないだろう。

　今回も予定より遅かったので、お小言くらいはあるかもしれないが……

　隣の部屋でユウトが寝ているから声は控えめにしつつも、いつもの仲間たちの光景だ。

　ひさしぶりの集まりだった。

　乃ノ香が部屋を見回す。




「……わたし……ここにいていいんでしょうか？」




「当然よ」

　マリィが即答した。

　まるで質問を待っていて、答えを用意していたかのようだ。

　他の者は、目を丸くしていた。

　白しろ砂すなも驚いて固まる。どうして急にそんなことを言い出したのか？

「いいでしょ、もちろん……」

　やっと、そう言った。

　神かみ絵えが笑みを浮かべる。

「あは……ダメなら、誰があたしのゴハンを作るわけ？」

「ゴハンの用意はともかく……乃のノの香かちゃんは、お友達じゃありませんか」

　ナスが優しげな口調で言った。

　ぐっ、と乃ノ香が唇を噛かむ。

　マリィが口を開いて──

　しかし、何も言わずに吐息をこぼした。

　珍しい！

　白砂は思わず声をあげそうになった。

　周りの気持ちなんて毛ほども気にしてなさそうなマリィが、どういうわけか発言を思い止とどまるなんて！

　何を言いかけたのか？

　とても気になった。気になったが……それを見て見ぬ振りできるのが、大人というものだろう。

「…………マリィちゃん、なに言いかけたの？」

　好奇心に負けた。

　子供だった。大人になりきれなかった。訊きいてしまった。

　彼女が笑う。

「ふふっ……んー…………白砂ちゃん、自分に力が足りないと思ったら、どうしたらいい？」

「え？　足あ掻がきます。足掻いて足掻いて足掻きぬきます。私には、それしかないです」

「そうだね」

　マリィが小さくうなずいた。

　乃ノ香がまじまじと見つめてくる。

「あ……」

「な、なに？　なに？」

　急に注目されて、白砂は焦った。

　変なことを言っただろうか？

　乃ノ香が意を決したように頭を下げた。

「すみません！　わたし、やっぱり今日は……」

　そのとき、ノックもなしに玄関のドアが開けられる。





　　　　†






　二に色しきが来たのかと思ったが──違った。

　乃のノの香かが声をあげる。

「彩あや華か先生!?」

　部屋に入ってきたのは──京きよう橋ばし彩華だった。

　ゴゴゴゴゴ……と地響きがしそうな雰囲気を放つ。

　部屋を見回してから、腕組みした彩華が、じっと見つめる。

　その視線の先は、ナスだった。

「……たしか、佐さ伯えき愛あ澄すみさん……だったかしら？」

　いきなり本名を確認される。

　ナスは堂々としたものだ。

「はい。お久しぶりです、京橋先生」

「悠ゆうちゃんは？」

「熱や嘔おう吐と感はないようなので、奥で寝てもらっています」

「そう……まぁ、徹夜でお絵かきして倒れるのは、昔からよくあることだから」

「昔から、そんな無む茶ちやを……」

　ナスの表情が曇った。

　彩華が頬ほおに手を添える。

「悠ちゃんは、絵を描いているときが幸せなの。一番幸せなの。だから、その邪魔をするような真ま似ねはできない。でも、心配よね。最愛の人が失われるかもしれない不安……」

「……」

「ふふ……悠ちゃんの横にいるって、そういうことよ？」

「私なら、しっかり体調管理して、末永く創作を続けていただきたいと思いますが」

　毅き然ぜんと言い返した。

　２人の視線がぶつかり合う。

　バチバチと火花が散りそうだった。

　そんな空気を、あえて読まずに──彩華の後ろから、もう１人。

「ちわー♪　すっごい人が多いんだけどー、お邪魔しちゃっていい？」

　海え老び名な水み織おりだった。

　白しろ砂すなは両手を広げて振る。

「わわっ、こばー」

「こばこばー」

　２人はリアルでは数回しか会ったことないが、ネット上ではよく絡んでいる若手イラストレーター仲間だった。

　声が大きくなったせいで、ナスと彩あや華かに睨にらまれる。

　おっと……と白しろ砂すなも水み織おりも声を潜めた。

「白砂さん、おひさ♪」

「ん！　水織ちゃん、元気してる？」

「もっちー。さりげに、今、どんなカンジです？」

「ユウト先パイは奥で寝てて、乃のノの香かちゃんにゴハン作ってって言ったんだけど……都合悪そうーみたいな？」

「あー」

　水織が乃ノ香に視線を向けた。

「ひさしぶり。ＧＷゴールデンウイーク以来だよねー」

「は、はい」

「最近さっぱり……」

　話している途中に、ずいっと彩華が割りこんだ。

「乃ノ香」

「は、はい！」

　水織と話しているときにも、けっこう緊張している様子だったが──彩華と対面した乃ノ香は可哀かわい想そうなくらいだった。

　かすかに指が震えている。




　マリィが目を細めた。

「誰？」

　白砂は慌てる。

「あ、そういえば、会ったことなかったですね。ユウト先パイのお姉さんで、イラストレーターの京きよう橋ばし彩華先生です。乃ノ香のイラストの師匠でもあるとか」

　そう紹介している自分も、実は会うのは初めてだった。

　動画配信で見たことがあるだけ。

　マリィはメールくらいしかネットを使わないので、まったく知らなかったらしい。

　乃ノ香を怯おびえさせているせいか、良い印象は持っていない様子だった。

　すくっ、と立ち上がる。

「優しくしなきゃダメ！」

　いきなりの言葉に、彩華が珍しく表情を歪ゆがめた。
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　マリィも彩あや華かも押し黙る。

　ナスと睨にらみ合ったときの比ではなく、空気が固体になったかのようだった。

　息苦しい。

「…………」

「…………」

　彩華が先に口を開いた。

「今、乃のノの香かは私の弟子です。優しくするかどうかは、私が決めます」

「厳しくしちゃダメ」

　ふぅ、とため息をこぼす。

「悠ゆうちゃんから聞いてはいたけれど……本当に話が通じないようですね、小お倉ぐらまりぃ先生？」

「ユウトくんから聞いてはいないけど、顔が恐こわいよ、彩華ちゃん」

「顔……ッ!?　彩あや華かちゃん……ッ!?」

　あの彩華を絶句させるのだから、相当なものだった。

　ふるふる、とマリィが首を左右に振る。

「恐こわいのはダメよ。誰も楽しくない」

「くっ……この顔は生まれつきよ」

「そうね、人は泣き顔で産まれてきて、笑顔を覚えるのよ？　笑って笑って？」

「弟が倒れて、弟子がサボタージュしてる状況で、笑えって言うのかしら？」

「大変！　そんなときこそ笑顔よ。大変じゃないときは、どんな顔しててもいいもの。今こそ笑顔ね」

「……申し訳ないけれど、到底笑える気分ではないわね」

　マリィが両手を大きく広げた。

「じゃあ、乃のノの香かと話させるわけにはいかない」

「ッ……小お倉ぐら先生、貴女あなたは乃ノ香の何なのかしら？」

　ぐぐ、と詰め寄る。

　マリィは引かず、まさに一触即発だった。

「今は友達よ。将来は？　そう……それは乃ノ香しだいね」

　笑みを浮かべる。
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　彩あや華かが腰に手を当てた。

「ああ、そう……そういう……そこまで……なるほど」

　この怪獣大戦争に、あえて割りこんだ者が──

　乃のノの香かだった。

「あ、あの……ありがとうございます、マリィ先生。でも、大丈夫ですので」

「ホントに？」

「彩華先生は、ちょっと恐こわいけど……優しい先生ですから」

「そ？　ならいいけど……乃ノ香、つらいときにガマンしちゃダメよ。心はビードロで、割れたら元に戻らないから」

「は、はい」

「誰が相手でも、どんな理由があっても、つらいときは逃げていい」

「はい」

「〆しめ切きりからも逃げていい」

「そこは頑張ってください、マリィ先生。逃げちゃダメです」

「うー……」

　話がついたようなので、白しろ砂すなはマリィを引き取った。

「先生、ビスケットがあったよ？」

「たべるー」





　　　　†






　彩華が吐息をこぼす。

「調子が狂うったら……」

「すみません。いろいろと……」

　頭を下げた乃ノ香に、苦情がましく言う。

「あまり畏かしこまらないでくれる？　貴女あなたが怯おびえるものだから、私が誤解されるのよ」

「すみません」

「謝るの、禁止」

「すみ……えっと……わかりました」

「最近、顔を出さないけれど、理由は聞かないわ」

「え？」

「私、言葉は信じないことにしているの。口でどんなに〝やる気〟をアピールしても、絵を描いていないなら、やる気はない」

「うっ……」

「そして、やる気なんて、ないのが当然だから。イラストレーターがおかしいのよ。普通の人は絵を描かないわ」

「……」

　ビスケットを囓かじりながら、マリィが言う。

「やさしくね……ぼりぼり」

　むっ、と彩あや華かは腕組みした。

　少し考えてから。

「集まりには来てなかったけれど……乃のノの香かは、その間に全く絵を描いていなかったのかしら？」

「いえ、でも、あんな出来のを絵と言っていいのか……」

「文字じゃなく、線が引っ張ってあれば、絵でいいわ」

　彩華が手を差し伸べる。

　少し迷ったあとに、乃ノ香はカバンからスケッチブックを取り出した。

　おずおずと渡す。

　ビスケットを咥くわえたまま、マリィが身を乗り出す。

　白しろ砂すなも緊張してきた。

　どう評するのか？

　ナスと水み織おりも腰を下ろして、その様子を見つめていた。

　神かみ絵えは相変わらずスマホを叩たたいている。

　彩華がスケッチブックを開いた。

　しばらく、無言で見つめる。




「ふむ……なによ、がんばって成長してるじゃないの」




「え？」

　乃ノ香が目を見開いた。

　ふふ、と彩華が表情をゆるめる。

「ぜんぜん顔を出さないから、もう描かないのかと思ってたわ。こんなにも努力してるのに、どうして見せに来なかったの？　あら、理由を訊きいてしまったわね。べつに言わなくてもいいわよ」

「あ、いえ……その……」

「ん？」

「わたしの絵なんて、ぜんぜんダメダメで……お見せできるようなものじゃなくて」

「もっと未熟だった最初の頃は、見せてきたじゃないの」

「あの頃は！　わかってなかったんです。自分のダメさが……」

　ああ～、と白しろ砂すなはうなずいた。

　経験がある。

　ド素人の頃は、実力差がわからない。プロの絵も、ちょっと上う手まいアマチュアの絵も、自分の絵も、大差ないように感じられた。

　実力が身につくと、違いがわかるようになる。

　ナスも同じらしかった。

「ありますね……そういうこと。学べば学ぶほど足りてないことを知るといいますか」

「わかるー。上手くなるほど、下手になってく気がするよねー♪」

　苦しいことなのに、なぜか水み織おりは楽しげだ。

　マリィが首をかしげる。

「良いとか悪いとか気にせず、楽しいもの書けばいいのよ？　楽しいが正義よ？」

「あたしが描くものは、全て神だから」

　神かみ絵えが言い切った。

　この２人のメンタリティは、ちょっと普通じゃないと思う。

　いや、彩あや華かの言葉を借りるなら──そもそも、イラストを描いている人は普通ではないのか。

　スケッチブックに全て目を通して、彩華はそれを返した。

「上手くなってるわ」

「……ッ」

　乃のノの香かが息を呑のんだ。

「成長していると思えないのなら、それも含めて成長よ」

「……そう……でしょうか？」

「何度も言っているように、楽しみなさい。描くことを楽しみなさい。見ることを楽しみなさい。試すことを楽しみなさい。見せることを楽しみなさい」

「そうそう」

　マリィがうなずいた。

　図らずも２人とも同じようなことを言っている。彩華はちらりと視線を送ったが、意見が重なったことについて、とくに触れなかった。

　乃ノ香が考えこむ。

「……楽しむ……たしかに、最近は楽しめてはいなかったです」

　聞いたこともないくらい暗い声だった。

　京きよう橋ばし彩華に絵を褒められるだなんて、白砂だったら大喜びしてしまうだろうに。

　──あ、もしかして、私ってチョロい系？

　実は褒め言葉に弱いのではないか、と白しろ砂すなは自分に疑惑を感じた。

　彩あや華かが話を転じる。

「水み織おりと競わせたのは、失敗だったかしらね？　乃のノの香かが、そんなにも焦っちゃうとは思わなかった」

「えー？　負けたら、あたしのほうこそショック受けてたと思うんですけどぉー？」

　苦笑した水織は、より長く彩華の指導を受けている。

　年齢も上だ。というか、中３の乃ノ香は、圧倒的に最年少だった。

「いえ、あの！　水織さんに負けたから、というわけではないといいますか……それは、勝てないのは当然で」

「そうかしら？」

「あ、もちろん、勝つつもりで描きましたけど……本当に！　自分が下手すぎると思っただけですので……」

　ふむふむ、と彩華はうなずいた。

「言葉は信じない。逆に言えば、乃ノ香が何と言おうと、それだけ描いているのだから、やる気があると判断するわ」

「は、はい」

「だから、新しい課題を出そうと思うの。今度は水織とも誰とも競争はナシよ。でも簡単ではないわ。やってみるかしら？」

「……やります」

　乃ノ香は答えた。迷った時間は、意外なほど短かった。

　白砂は驚く。

　詳しく聞いてから判断するんじゃないんだ、と。

　挑戦することに意味がある？　彩華への信頼の深さ？　自分への自信や期待？

　羨ましい──と思った。

　白砂が中学生の頃は、周りにイラストを描いている人なんていなくて、独学で描いた作品をネットで公開するしかなくて。

　感想をくれるのは素人だけで、指導者などおらず、適切な課題なんて望むべくもなかった。

　環境は才能のうち。

　乃ノ香は自分で動いて、今の環境を手に入れたらしい。

　だとすれば、その行動力こそが才能か。

「すごいなぁ……」

　白砂はつぶやいた。





　　　　†






「お腹なかが空すいてしにそう」

　マリィの言葉で、話はしばらく横道に逸それる。

　そういえば、腹の音を聞いて、夕飯を用意しようという流れになっていたのだった。

　一度は帰ろうとしていた乃のノの香かだったが、思い直したようだ。

「えっと……今からこの人数分を作ってたら、真夜中になってしまいそうなので、お惣そう菜ざいを買ってこようと思います」

「私も行くよ」

　白しろ砂すなが腰をあげると、水み織おりもついてきた。

「じゃ、あたしも～」

「それなら……」

　ナスも立ち上がろうとしたが、その前に立った水織が押しとどめる。

「あ、３人もいれば大丈夫。若い子組で行ってきますんで～」

「若い子組……!?」

　密ひそかに、そろそろ年齢を気にしはじめているナスだった。

　拗すねたように唇を尖とがらせつつ。

「……わかりました。お茶をいれて待っています。もう外は暗いので、くれぐれも気をつけて」

「はーい♪」

　水織が、ひらひらと手を振った。

　神かみ絵えが同じように振って返す。

「じゃあ、よろ～」

　白砂は呆あきれて。

「神絵は、私と同い年のはずだよねー？」

「えへへ……そうなんだけど、そんな感じしないよねー。精神年齢ってやつ？　心が大人だから？」

「不ふ貞て不ぶ貞てしいだけっしょ」

　そう言いつつも、まぁいいか──と白砂は思う。

　ユウトの部屋は足の踏み場もない有様だったはず。それを片付けておいたのは、ナスと神絵だと思われた。

　買い出しくらいは、自分たちがしよう。

　白砂と乃ノ香と水織で、マンションの外へ出た。




　夜道を歩く──

「ってもさ、都内のオフィス街だと、ぜんぜん人が多くて賑にぎやかだねー」

　白しろ砂すなの言葉に、水み織おりがうなずく。

　スマホを確認した。

「まだ８時前だもんね」

　乃のノの香かが指折り数える。

「ええっと……何人分、買えばいいんでしょうか。この３人と、マリィ先生と彩あや華か先生とナス先生と神かみ絵え先生と……？」

「ユウト先パイのと」

「そうねー。せんせ、起きてくるかもしれないし、あったほうがいいよねー。起きてこないかもしれないけどねー」

「こらこら」

「あと、二に色しき先生と永なが井いさんでしょうか？」

「その２人のはいいんじゃない？　いつ来るかわかんないし、お酒持ってくるとか言ってたし」

　白砂が言ったら、水織がお腹なかを抱えて笑いだした。

「あはは！　なにしに来るの!?」

「まぁ、ユウト先パイ、べつに病人ってわけじゃないし？」

「彩華さんの話だと、よくあることみたいだしねー」

「よくあったら困るよね」

　おしゃべりしているうちに、駅前デパートに到着した。これくらい駅に近いと、便利だな、と白砂は思う。

　長くユウトの部屋で家事をしているだけあって、乃ノ香は店を把握しているようだ。

　買い物は任せ、少し離れて眺めていた。




　２人きりになったところで、水織が尋ねてくる──

「白砂さんはさー。ユウトせんせーのこと、どう思ってんの？」

「ひぇ!?」

「あたし、ちょっといいかなーって思ってたんだけど、無理っぽいなーって」

　唐突すぎない!?　という言葉を呑のみ込み、白砂はうなずく。

「だよねー。ライバル多すぎ」

「それもあるけど、ユウトせんせーにとっての１番って、絶対に恋人じゃなくない!?　むしろ、恋人は仕事みたいな」

「たしかに！」

「諦めたほうが、気楽かなーって☆」

　あはは、と水み織おりが笑った。

　白しろ砂すなはうなずく。

「うん……そうだよね。でも、損得で好きになったわけじゃないからさ。キャラ推しと同じ。好きなものは好きだからしょうがないってやつ？」

「うわぁ、重症」

　水織がドン引きだった。

　我ながら不器用だとは思う。

「……意外と一いち途ずなのよ、私って」

「なんだろー？　白砂って、見た目ギャル系なのに、中身は田舎娘だよねー♪」

「い、田舎者じゃないもん！　東とう京きよう生まれの東京育ちだもん！」

「抹茶パンケーキみたいな」

「オシャレじゃん、抹茶パンケーキ！　美お味いしいじゃん」

「あはは……」

　水織に笑われ、白砂はムキになって言い返す。

「つーかぁ、尻軽なら都会っぽいなんて？　水織ちゃん、お子様ランチじゃん？」

「うっ、そんなこと言ってないですー」

「どうかなー？」

「尻軽じゃないし。カレシとかいたことないし」

「あ、やっぱりねー」

「ちょっ、ちょっ……どういう意味かな、白砂？」

「あれあれ……水織、気にしてるトコだった？　ヤバイでしょ。声、震えてるし☆」

「フシャー!!」

「フナァァァオ!!」

　呆あきれた顔をして、乃のノの香かが立っていた。両手に大きな紙袋を提げている。

「なにやってるんですか、２人とも？　遊んでないで、手伝ってください……」

「はい」

「すみませーん」





　　　　†






　６畳の部屋に、女ばかり７人──

　華やかというよりは、ちょっと息苦しいような気がする。

「女子校時代を思い出しますね」

　ナスのつぶやきに、彩あや華かが嫌そうな顔をした。

「思い出さないようにしてたのに」

「京きよう橋ばし先生、モテそうですね」

「やめてやめて」

　彩華が頭を振った。

　ユウトが起きてくる気配はないし、明日は月曜だから、そろそろ帰ったほうがいい人もいるだろうに……

　誰も、そうは言い出さなかった。

　乃のノの香かの選んだラザニアを食べたあと、紙コップで紅茶を飲みつつ、彩華が吐息をつく。

「さてと、さっきの話なのだけれど」

「はい！」

　正面で乃ノ香が正座する。

　水み織おりは足を伸ばして、壁にもたれていた。

「彩華さん、あたしも関係ある？」

「興味があるなら」

「あるある♪」

　彩華は革のドクターバッグから、紙束を取り出す。

「昨日、打合せで依頼されたものよ」

　テーブルに置いた。

　ナスが不安そうに尋ねる。

「あの……守秘義務については、大丈夫なのでしょうか？　それ、ゲームの設定資料ですよね？」

「弟子の前で、いちいち仕事の話を控えるなんて面倒だから、契約を結んでいるわ。アシスタントとして──」

　彩華がポケットから名刺を出した。

『Kyobashi Art Production Corp.』

　株式会社らしい。

「──貴女あなたには、個展に来てくれたときに、渡し忘れていたわよね？」

「あ、失礼しました」

　ナスも名刺を出して、交換した。

　受け取って、彩華が尋ねる。

「愛あ澄すみさんはゲーム会社に所属している──と悠ゆうちゃんから聞いていたのだけれど、今はフリーなのかしら？」

「えっと……今の会社とは契約社員という形でして。頼めば名刺を貰もらえるらしいんですが、個人で受けている仕事もありますから」

「ああ、そういう。うちは顧問弁護士もいるから、何か困ったことがあれば相談に乗るわよ」

「ありがとうございます」

「まだ数名だけれども、トップクラスのイラストレーターの、マネージメント業もしているの」

「……もしかして、ユウトさんも？」

「誘っているのだけれど、まだ１人でやりたいみたいね」

　そういう仕事もあるのだなぁ、と白しろ砂すなは漠然と聞いていたが……もしかして、引き抜きだったのではないか？　と後々になって気付いた。

　テーブルの上の資料に話を戻す。

「これは、とあるゲームのサブキャラクターの設定資料よ。デザインを依頼されたのだけれど、私がやるには数が多すぎてね」

　ふむふむ……と乃のノの香かがうなずいていた。

　水み織おりのほうは壁に背を預けたままで、やる気なさそうに見えるが、目つきは真剣そのものだった。

「ゲームのサブキャラねぇ」

「ひとまずは、デザインだけね。期間は６体で１ヵ月ってとこかしら」

　乃ノ香が目を見開く。

　前のめりになって尋ねた。

「あの！　キャ、キャラデザって……本物のお仕事なんですか!?」

「そうよ。誰か知り合いに任せようと思っていたのだけれど、ちょうどいいから課題にするわ」

「で、でも……お仕事なんですよね？」

　彩あや華かがうなずいた。

「ええ」

「いいんでしょうか？」

「当然でしょ。誰を使うかまで含めて、任されているもの」

「なるほどです」

「言っておくけれど──使えないクオリティならボツにして、私がデザインすることになるのよ？」

「うっ……それは、ご迷惑なのでは……」

「ご迷惑になるかどうかは、貴女あなたたちしだいよね？」

　ますます乃ノ香が縮こまる。

　しかし、課題を辞退するようなことはなかった。ぐっと表情を引き締めて。

「がんばります！」

「よろしい。毎週月曜に、できたところまでの進捗を提出すること。12時までに出してこなければ、課題は途中でも終了よ。設定に沿ってなければ終了。あまりに方向性が違っていても終了」

「はい！」

「１ヵ月、最後まで続けられたら充分に合格よ。もしも、使えるデザインが１つでもあったら驚きよね。それくらい厳しく判定するから」

「わかりました！」

「……水み織おりも参加するのかしら？」

　問われて、彼女が挑むような目つきで返す。

「もち！　あたしが使えるデザインを作れたら……遊園地でデートしましょ、彩あや華かさん。報酬なんて要らないんで、連れてってください♪」

「……いいわよ」

「やったね☆」

　水織が指を鳴らし、ゲームの資料に手を伸ばした。

「甘くないわよ？　本当に仕事で使えるデザインが作れたら、なのだから」

「チョー自信あるし！」

　紙束をめくる。

　乃のノの香かも横から覗のぞきこんだ。

「んん？」

「むー……彩華さん、細かい設定が多くないですか、このゲーム？」

「ストーリーが何も決まってないうちから、設定だけ増えていくのが、ゲームというものよ」

　うんうん、とナスがうなずく。

　彼女も経験があるのか。

　そういえば、と白しろ砂すなは思い出した。

「絵師クラスタに同人ゲームを作ってる子たちがいたけど、ストーリーじゃなく設定ばっかり作ってたかも」

「……」

　彩華が視線をむけてきた。目つきが鋭すぎて、睨にらまれたように感じる。

　白砂は心臓を掴つかまれた気がした。

「あっ……すみません！　大切な話をしてるときに」

「いいえ、口出しされたくなければ、わざわざ人前でやらないわ。貴重な意見だと思うわよ。貴女あなたは？」

　しばらく同じ部屋にいたのに、挨拶すらしていなかった。

　白しろ砂すなは正座する。

「……小お倉ぐらまりぃ先生の《曲を流して月を消して》のイラストを描いてます、白砂です」

「あら、同業者だったのね」

「ぜんぜん新人ですが」

「関係ないわよ、業界歴なんて」

　そう言って、彩あや華かは名刺をくれた。

　白砂は名刺は作っていなかったので、激しく後悔する。

「す、すみません……いつも、Twitterアカウントを教えて済ませてたもんで……」

「そういう時代よね。私もアカウントを作ろうかしら？」

「持ってないんですか!?」

「何年か前から、ずっと作ろうかと思いつつ、忙しくてね……」

「作品の宣伝って、どうしてるんですか？」

「広報なら、出版社やゲーム会社の営業マンがしてるんじゃないかしら？」

「おふぅ……」

　世代差を感じてしまう白砂だった。

　自分たちだと、Twitterで作品を知ってもらうことが、知名度を得るための最短コースだ。イラストが１枚バズれば、何かしら声を掛けてもらえる。

　昔から売れている人は、ＳＮＳに興味がないんだ──というのが頭では理解していても衝撃的だった。

　脱線していた話を、水み織おりが引き戻す。

「どうしてゲームだと、細かい設定が増えちゃうわけ？」

「さあ？　私にもわからないわね」

　彩華が肩をすくめた。

　同じく、ナスも理由までは知らないようだ。不思議なことだった。

　マリィがコタツに顎を乗せる。

「むにゃ……」

　この中で、彼女だけがストーリー側の専門家だ。

　白砂は尋ねてみる。

「マリィちゃん、ゲームだと設定ばかり増えていく理由、わかる？」

「設定？」

「小説だって、必要なことは決めておくでしょう？」

「書いてあること以外、決まってないよ」

「ああ……そういう人でしたね」

「なんなら、後から変わることもあるのよ？」

「それはマズイんじゃ……」

「面白ければ何でもいいもの」

「えー？」

　釈然としない白しろ砂すなだった。





　　　　†






「解散しましょうか」

　ナスが提案した。

　水み織おりが肩をすくめる。

「いいんじゃない？　ここに溜たまってても何もできないし。むしろ、うるさくしてユウトせんせーを起こしちゃいそうだし」

「む……」

　彩あや華かは不本意そうだったが。

　白砂も賛成だ。

「未成年者もいるし。かといって、何人か残るのはアンフェアだしねー」

　どういう意味でのアンフェアかは、あえて誰も問わなかった。

　言わずもがなだ。

　乃のノの香かが引き出しから、白紙とペンを取り出す。

「それでは、書き置きを残しましょうか」

　ユウトが寝ているときに来て、家事を済ませて帰るだけなんて──よくあることらしかった。

　白砂は改めて、乃ノ香を尊敬する。

　自分なら、声をかけて起こしてしまうかもしれない。わざわざ訪ねたのに、寂しいではないか。

　料理や飲み物が用意してあることを乃ノ香が書き残す。

　白砂は無難なコメントを書いた。

『お大事になさってください（白砂）』

　他の人もだいたい同じ。これで終わっていれば、平和だったのだが……

　マリィがペンを走らせる。




『貴方あなたが夢のなかで、私と会ったことを覚えていますように（まりぃ）』




　水み織おりが身を乗り出した。

「ちょっ、ちょっ……ここで文章のプロが本気を出すのは、割とズルじゃなーい!?」

「本気？　普通よ？」

「あ、じゃあ、あたしも普通に描こおーっと」

　さらさら、と空いたところに可愛かわいらしいデフォルメキャラを描きはじめた。おそらく、水織のVTuberキャラ《エビ子》だ。目がハートだけど。

「ほぅ……？」

　彩あや華かが今までにない雰囲気オーラを纏まとった。

　おもむろに、革鞄かばんの中から、色紙と画材を取り出す。

　──弟への書き置きが、本気すぎる！

「そういうことでしたら……」

　ナスも白紙を用意すると、鉛筆を手にして構図を考えはじめた。仕事をしているときの顔だ。

　面白がって神かみ絵えまで。

「んふふ♪　女神降臨ちゃんよ～」

　もともと、絵を描くのが好きな者たちの集まりだ。まして、ユウトが起きてから目にすると思うと気合いも入る。

　白しろ砂すなも参加するが、手が震えた。

「くっ……この中で見劣りしない画力が欲しいぃ」

　隣で、スケッチブックを握りしめ、乃のノの香かが固まっている。

「…………」

「あ、あのさ、お遊びだから……ね？」

「ううぅ……」

　結局、思い思いのイラストを残し、終電前にユウトの部屋を辞したのだった。
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　週が明けての、月曜──

　今日は錦にしきと永なが井いが来ていた。

　３人でコタツを囲む。

「ユウト先生、イラストをあげていただいて、ありがとうございました」

「遅くなってしまい、すみませんでした」

「充分に間に合いますから、大丈夫です。何より、素晴らしいカバーイラストです。私も編集をやってそれなりですが……初めて身震いしましたよ」

「はは……そんな」

　いやいや、と隣の錦が首を横に振る。

「あのイラストはスゲエよ」

「そ、そうかな？」

「ラノベ史に残る……とまでは言わねえが、間違いなくトップクラスだ」

「だといいけど」

　悠ゆう斗とは実感がなかった。

　描いているときのことを思い出す。

　……色は、どっちがよかったのか？　濃い赤か、もう少し薄い赤か？　影の濃度は適切か？　エフェクトの強さは？　もっと良い構図はなかったのか？　表情は？

　選択したなかに、絶対に間違いがある──ような気がする。頭の中に絵の理想はあるのに、実際に色を置いてみると褪あせた気がして。

　察した錦にしきが、肩をすくめた。

「まぁ、ユウトが満足してないのは、知ってるけどな」

「……う、うん……もっと素晴らしい絵が描けたんじゃないか？　自分は下手だなぁって思うよ」

「相変わらずだな」

　しかし、悠斗は謙遜や自虐ではなく、そう思う。

　──まだまだ足りない。

「次は、もっと上う手まく描きたいよ」

「今回のイラストは間違いなく素晴らしいものです。次も楽しみにしています！」

　永なが井いが頭を下げた。

　じゃあ、仕事の話はいいとして──と錦が話題を変える。

　スマホを取り出した。

「これの話だ、ユウト」

「ん？」

「はっきり言って──ＳＮＳで炎上してるぞ」

「うっ!?」

　ああ、と永井が顔をしかめる。

「イラストレーターさんは芸能人じゃないんで、こういうのは難しいですね」

　ナスのことだった。

　彼女は、イラストレーターだが、作品だけではなく〝本人のファン〟も存在していた。まるで女優か女性声優のように。

　錦がため息まじりに。

「ナスさんは喜んでないだろうけど、あの見た目だし、仕方ないよな」

「そうだね」

「非公認のファンクラブみたいなもんもある」

「う、うん……」

　転職をしたことで、しばらく作品を出していなかったが、まだまだ人気は健在だ。

　ファンを爆心地にして、ユウトとの関係が炎上しているらしい。

「読んだか？」

「いや……イラストの仕上げがあったから……」

「そういうことにしておくか」

「ううぅ……」

　見透かされている。

　実は恐こわくて調べることができないでいた。

　少なくとも好意的な反応はないだろう。

　影かげ鯱しやちのことを思い出す──読者を裏切ったとか、欺だまされたとか、金返せとか、酷ひどい言われようだった。

　悠ゆう斗とはつぶやく。

「ナスさんに……迷惑をかけたくなかった……のに……僕が、バカだったよ……」

　錦にしきが微妙な顔をした。

「まぁ、ユウトが想像してるようなユーザーもいるけどな」

　ナスはラノベの挿絵などもしているが、代表作はゲームであり、彼女のファンの大半はゲームユーザーだ。

「……怒ってるだろうね？」

「そういうのは、少数派だな」

「えっ？」

「まぁ、芸能人じゃねえからさ。色恋沙汰を批難するようなのは、珍しいほうだよ」

「……そうなの？」

「ちょいちょい目に付くけど、半分以上は肯定派だな」

　意外だった。

「肯定派……？」

「お祝いコメントを本人に投げてるヤツは、さすがに気が早すぎるけどな」

「ほ、本人に、お祝い!?」

　何を祝っているのか。

　悠斗は尋ねる。

「ナスさんは、なにかコメントしてるの？」

「いいや。あの一件以来、何もツイートしてねえな」

「そうか……」

「ユウトもやめとけよ？」

　錦が言うのだから、きっとそれが正解なのだろう。

「……僕が説明すべきじゃない？」

「何て説明する気だ」

「……ナ、ナスさんは友達で、恋人とかじゃないから、それは誤解です──って」

　錦にしきが目元を手で覆った。

　永なが井いも視線を逸そらす。

　しばらく部屋に沈黙が降りた。

　悠ゆう斗とは戸惑う。

　なにか間違えただろうか？　少なくとも、今は恋人とかではない。

　錦がコタツに手を突く。

「ドアホ！」

「直球すぎる!?」

「ユウトに、そんなツイートをされたナスさんの気持ちを考えてみろ」

「え？　いや……だって、事実だし……」

「ソノ気もない男からもらった指輪を、左手の薬指にいつも嵌はめてる女なんぞ、いるわけねえだろ!!」

「…………ッ!?」

　衝撃だった。

　思い出してみる。

　曖昧だ。

　悠斗は確認しなければならなかった。




「………………ナスさん、いつも指輪つけてる？」




　錦と永井が床につっぷした。

「か、かわいそぅな、ナスさん」

「お……お絵かきＡＩは、もう存在したんですね。私の目の前にありました」

「マジで、ユウトのドコがいいんだ……？」

「いやぁー……顔と画力と年収ですかねぇ？」

「……年収はナスさんも大差ないと思うんだがなー……今のとこ」

「会社との契約によりますねー。インセンティブ周り」

　脱力した声から、少し真面目なトーンに戻って、錦が尋ねる。

「ネトゲの会社って、そんなに貰もらえるのか？」

「知り合いの社長さんから聞いただけですが……キャラデザやキービジュで、ダウンロード数が変わる世界ですから。ナストキュウリ先生の契約は存じませんが、超一流な方ですよね」

「うっ……たしかに、すごそうだな……」

「〝自分よりもイラストレーターのほうが高いクルマ乗ってる〟って笑ってたその社長は７シリーズ乗ってました」

「ひぇ!?」

　悠ゆう斗とはクルマのことは、よくわからなかった。

　しかし、ナスがすごい人なのは、今さら言われずともよく知っている。

　そんな人が、自分が思いつきで渡した指輪を今でもつけている。彼女にとっては安物だろうに。

　ナスの言葉を思い出した。




「もしも……この気持ちが……〝好き〟だったら……そのときは……ユウトさんが嫌でなければ……その……よろしくお願いします」




　改めて考える。

　そして、つぶやく。

「……もしかして……ナスさんのことを恋人じゃない、と……友達だとネットで断言するのは……お断りを入れるようなもの……だったりするのかな？」

　錦にしきが身体からだを起こした。

「すげえ！　ユウトが自分で気付くなんて！」

「合ってた？」

「おう、自分が酷ひどいことをしようとしてたことが、わかったか？」

「うっ……そ、それは……いや、ナスさんが僕のことを本当に好きかどうか、まだわからないじゃないか」

「…………」

「だ、だって、ナスさん自身が──まだわからない、って言ってたわけだし」

　悠斗は、うろたえつつも主張した。

　錦と永なが井いが目を合わせる。

「照れ隠しだろ？」

「いやぁ、話を聞いていると、本当に無自覚なのかもしれませんよ？」

「まさか……あんな露骨にアピールしてるのに？」

「不器用なところ、ありますよ。とくに実力のあるクリエイターさんは、恋愛経験のない方もいらっしゃいます」

「マジかよ。画力は超一流なのに、恋愛方面は中学生か？」

「はは……そういう方、けっこう多いですね」

　ごにょごにょと話したあと──錦にしきが、悠ゆう斗とのほうへ向き直った。

「判決！」

「は、判決!?」

「まぁ、ナスさんのことは、わからん！」

「わからないの!?　いや……まぁ、そりゃそうか……」

　本人もわからないと言っているのに、錦や永なが井いにわかるわけもない。決めつけるわけにもいかなかった。

　錦は目先のことだけ指示をする。

「悠斗、しばらくＳＮＳ使うのやめとけ！　配信もやらないほうがいいぞ。べつに悪いことをしたわけじゃねえんだし」

「うん……悪いことはしてない」

　バカなことはしたが。

「だから、謝罪する必要はねえ。だったら、炎上ってのは放っておくのが一番だ」

「そういうもの？」

「何を言っても、燃料にされるぞ。火に油を注ぐだけだ」

「…………」

「逆に、炎上ってのは燃料が追加されなきゃ、そう長くは続かないもんだ」

「質問がいっぱい来てて……無視するのは、気が引けるけれど……」

「マトモなファンに答えても、ユウトやナスさんの絵を見たこともない〝炎上させるのが趣味〟って連中のオモチャにされるだけだぞ」

「ああ……」

　ＳＮＳにはそういう人々がいるらしい。

　永井がうなずいた。

「〝批判は最後の娯楽〟と言いますからね」

「そうなんですか？」

「お金がかかりませんから」

「あー……」

　うむうむ、と錦がうなずいた。

「俺たちが努力すべきは、作品を買ってくれるお客さんのために、全力を尽くすことだ。あとのことはオマケだろ？」

「……そうだね。もっと上う手まく描かないと、お客さんにも関係者の方々にも申し訳ない」

「お、おう」

　改めて悠斗は、しみじみと思う。

　──僕は、ぜんぜん周りの人の気持ちを考えられてなかったんだなぁ。

　ナスのことも。

　他の人たちのことも。

「……ありがとう、錦にしき……あと、永なが井いさんも──目が覚めた気分です」

　彼らは照れたように笑った。

　方針が決まったことで、悠ゆう斗とも気が抜けたように笑みをこぼす。

　それじゃあ、と──まだ外が明るいのに、錦がウイスキーを取り出した。

「ユウトが生きてたことに乾杯」

「うっ……仕事が無事に終わったことに乾杯しない？」

「ははは……そうですね」

「どうせ、まだまだいっぱい描くんだろ？」

「まぁ、そうだけど」

　言いながら、悠斗は生きていたことを祝われ、ついでにイラストが完成したことにも乾杯した。

　お酒と氷の入ったグラスを合わせる。

　久しぶりに呑のむと、喉が焼けるようだった。

「うー……」

　しばらくして、グラスを揺らしながら、錦がつぶやく。

「しかしな、ユウトよ……」

「ん？」

「ナスさんとのこと……ユウト自身がどうなりたいかは、ちゃんと考えておいたほうがいいぞ？　あれだけの女がいつまでもフリーとは思えねえし。ＢＳＳなんてシャレにならねえだろ」

「なんだい、ＢＳＳって？」

「僕が、先に、好きだったのに」





　　　　†






　翌、火曜──

　６月の真昼だが、もう夏かと思うほど暑い。日が沈んでから来ればよかったかな、と少し思った。

　悠斗は久々に実家へ戻る。

　ＧＷゴールデンウイークは忙しくて帰れなかったから、正月以来か。

「やあ、クレヨン」

　わん！　わん！　とコーギー犬のクレヨンが吠ほえた。

　相変わらず、顔を忘れられている。

　あるいは、覚えているけれど、余よ所その人間だと思って警戒しているのか。

　しかし、悠ゆう斗ととて吠ほえられてばかりではなかった。

「今日はコンビニで、こいつを買ってきたぞ」

　犬用のオヤツだ。

　取り出そうとリュックの口を開けたところで、クレヨンが飛びかかってきた。

　ぐわおん！

　リュックに顔を突っ込まれ、オヤツが引きずりだされる。その拍子に、他の物までぶちまけられた。

「うわあぁぁぁー!?」

　庭に飛び散る、サイフやスマホやイヤホンなど……

　ワフッワフッ！

　犬のクレヨンが、悠斗のリュックを咥くわえたまま引きずって駆け回る。

「ええっ!?　ゆ、悠ゆうちゃんなの!?」

　甲高い声が飛んできた。

　庭に面した大きな窓から顔を出したのは、寝間着姿の彩あや華かだ。

「あ、お姉ちゃん」

「幻覚じゃない!?　本物!?」

「……う、うん」

「悠ちゃん！」

　裸足はだしのまま飛び出してきて、抱きついてくる。

「ちょっ……マズイよ!?」

「悠ちゃん、悠ちゃん、悠ちゃん！」

「んんっ!?　お、お姉ちゃん、寝間着のままだと困るんだけど──!?」

「あ、脱いだほうがよかった!?」

「離れて！」

　慌てて引き剥はがした。

　普段は胸元の開いた格好をしないので、あまり目立たないけれど、彩華は意外と出るところは出ている。

　本人にどこまで自覚があるのか知らないが……

　くねくね、と姉が身をよじらせた。

「いいのよ？　悠ちゃんの好きにしてくれて」

　──あ、自覚してるな。

「着替えてこないなら、今日は帰る」

「わかった、待ってて40秒でデートの用意してくるから！」

「デートじゃないよ!?」

　そんなことを言い合っていると、いつものように母親が出てきた。

「バカ姉弟きようだい！　なにバカなことやってんだい!?」

　自分が悪いのか？

　ときどき理不尽に感じる悠ゆう斗とだった。




　悠斗は庭に散らばった荷物を回収して、家にあがる。

　いつものような服装に着替えた姉が、隣に座った。オフショルダーのニットに、スリットの入ったロングスカートだ。

　悠斗がリビングのどこに座っても、彩あや華かは隣に来るのだった。

「うふふ……悠ゆうちゃんが帰ってきてくれるなんて、今日を祝日にしましょう♪」

「いやいや……おかしいでしょ」

　お茶を出してくれた母親が、ふんっと頬ほお杖づえをつく。

「急に帰ってきて、どうしたの？」

「探してる物があるんだよ。実家にあるかもしれないと思って」

「仕事かい？」

「僕、無職じゃないからね……!?」

　背広にネクタイを締めて会社に行くのが仕事だと思っている人は意外と多くて、イラストレーターは肩身が狭い。母親は、まだフリーランスとフリーターの区別がついていない様子だった。

　彩華が提案してくる。

「だから、お姉ちゃんの会社に入りなさいよ、悠ちゃん。副社長にしてあげるから。正社員よ？　取締役よ？」

「いや……遠慮しとくよ」

　ようやく〝京きよう橋ばし彩華の弟〟という呪縛から精神的に抜け出せたところだ。

　どれほど得があろうとも、姉の会社で面倒を見てもらっている──なんて立場は嫌だった。つまらない意地かもしれないが……

「そもそも、僕に副社長なんて、向いてないと思う」

「あら、やっぱり悠ちゃんも男の子ねぇ」

「男の子？」

「副社長は嫌で、社長がいいんでしょ？　いいわよ、そうしましょ！」

「そういう意味じゃない」

「んもう、どうして、お姉ちゃんが悠ちゃんと一緒に居たいだけだって、わかってくれないの？」

「……いやいや……おかしいでしょ」

　わかっているから、距離を取っているのだ。

　そろそろ、この姉には弟離れしてもらわないと、不安だった。悠ゆうちゃん悠ちゃんと言っているうちに婚期を逸しつつある。

　母親が席を立った。

「まぁ、昼くらいは食べていくんだろう、悠ゆう斗と？」

「あ、うん」

「来るなら来ると言ってくれないと……たいした用意もありゃしない」

　母親は台所へ入っていった。





　　　　†






　リビングで２人きり──

　隣にいる姉が、つぶやく。

「悠ちゃん、ひとつ訊きいてもいいかしら？」

「なに？」

「乃のノの香かに何かしたの？」

「うぐぅ……」

　変な声が出た。

　不意打ちというほど不意打ちでもなく、彩あや華かは乃ノ香の師匠なのだし、当然の質問と言える。

「でも、何かしたの──って、おかしくない？」

「その様子だと、手を出したわけじゃないみたいね？」

「出さないよ！」

「ふふ……悠ちゃんは、やっぱり悠ちゃんね」

「う、うん」

　信用されたことを喜ぶべきか。

　複雑な心境ではあった。

「で、何があったの？」

　乃ノ香の変化が、悠斗のせいであることは、彩華にとっては確定らしい。水み織おりからは何も聞いていない様子だった。

　自分の失敗を話すのはつらい。

　しかし、隠すのは卑ひ怯きようだと思った。

「……実は、乃のノの香かちゃんを怒らせちゃって」

「いつ？」

「５月の始めだから、もう１ヵ月前か……乃ノ香ちゃんが、お姉ちゃんのところの集まりにも行かなくなっちゃった原因だと思う」

　水み織おりから聞いた話だと、そうなのだろう。

「なるほど……」

「あんなに頑張ってるのに〝もっとマイペースに楽しんでもいいんじゃないか〟なんて言っちゃって」

　彩あや華かが怪け訝げんな顔をした。

「そんなの、いつも私だって言ってることよ？」

「ん？　あれ？」

「子供の頃から、悠ゆうちゃんにも言ってきたし、自分にも言い聞かせてる。もちろん、水織にも乃ノ香にも最初に言ったわ」

「そっか……」

「少なくとも、言葉通りの意味であれば、怒ったりするはずないわ。本当に乃ノ香が怒ったの？」

　言われてみると……

　距離を取った原因だとは思うが、怒ったのかはわからない。

　悠ゆう斗とは腕組みした。

「……少なくとも、乃ノ香ちゃんから理由は聞いてない」

「早とちりではないかしら？」

「うむむ……」

「別の言葉が原因か……あるいは、言ったのが〝悠ちゃんだったことが問題〟だったのかしらね？」

　──僕に言われたくなかった!?

　寝食を忘れて倒れちゃうような人間に、マイペースで楽しんで──なんて言われたくなかったとか？　ありえる話だが、乃ノ香の性格的に、違うように思えた。

「…………わからない」

「乃ノ香が集まりに来なかった理由は、本当に都合が合わなかっただけで、悠ちゃんの言葉とは関係ないかもしれないわよ？」

「……そうかもしれない」

　彩華が髪をかきあげた。

「だから、放っておきなさい──と言ったの」

　それが正解なのかもしれない。

　悠ゆう斗とは考える。

「お姉ちゃんの言うとおりなのかもしれない。いや、言うとおりなんだろう……けど、僕なりに意味があると思うから」

「マイナスにならない？」

「うっ……」

　また考えこみそうになったところへ、彩あや華かが肩を寄せてきた。

　右手に、彼女が両手を重ねてくる。

　ひんやりと冷たくて、やわらかかった。

「ごめんね、悠ゆうちゃん。あんまり乃のノの香かのことばかり気に掛けてるものだから、ちょっとだけ意地悪しちゃったわ」

「え？」

「誰が何をしたって、それがプラスになるかマイナスになるかは、わからないものよ。人によるし、時によるし、結果によるし」

「まぁ……そうだね」

「例えば、私たちの助言で乃ノ香がプロのイラストレーターになったとする。それは正解と言えるのかしら？」

「……たぶん」

「でも、実力以上の立場になったせいで、失敗が続いたら？」

「……それは、不正解になるかな」

「でも、失敗を経験したおかげで成長できて、とうとう成功を掴つかんだら？」

「……正解かな？」

「そ。誰にも何が正解かなんて断言できないのよ、本人にもね」

「うん」

「プラスもマイナスも、わからない──だから関わる以上は、よかれと思ってやるしかないわ。何を得て、何を捨てるかは、本人が選ぶべきよ」

「……そういうものか」

「悠ちゃんは独学でやってきたものね」

　自分のことを思い出してみる。

　たしかに、師匠と呼べる人はいなかったが。

「僕は、ずっとお姉ちゃんを追いかけてきた……今でも、追いかけてる。絵の描き方を教わった覚えはないけれど……いっぱい受け取ってるよ」

「……ッ!?」

　彩華が顔を赤くする。

　悠斗も、少し照れくさかった。

「はは……なんか、今さらって感じだけど……」

「悠ゆうちゃああああん！」

　叫びながら抱きついてきて、ソファーに押し倒される。

　包丁を持った母親が台所から飛び出してきた。





　　　　†






『よかったら、家へ来てもらえませんか？　あるいは、僕が行ってもいいです』




　実家を訪ねた日の夕方──

　悠ゆう斗とはメッセージを乃のノの香かに送った。

　ちょっと緊張する。

　昔、イラストを編集者に送って、その可否を待っているとき、それなりに緊張したものだ。

　今は自分が良いと思えば、周りも良いと言ってくれることが多い。

　これほど緊張して反応を待つことはなかった。

「ふぅ……」

　電子音が鳴る。

　メロディが終わるより早く、悠斗はアプリを開く。




『困ります』




　送信者は、ののの──間違いなく、乃ノ香の返事だった。

「うおぉー……っ!?」

　冷や汗が背筋を伝い落ちる。

　自覚していなかったが、自分は迷惑なストーカー野郎と化しているのではないか？

　女子中学生にまとわりつく非常識な男なのでは？

　謝るべきか？

　いや、もうメッセージなんぞ送るべきではないのでは……

　気付かず、乃ノ香を苦しめていたのか!?

　ぐるぐると思考が回っていると、また電子音が鳴った。

『すみません！　間違えて途中で送信してしまいました！　困ります、ユウト先生はお忙しいのに来ていただくなんて。私が伺いますけど、明日で大丈夫でしょうか？　今からのほうがいいでしょうか？』

「ふうぅぅぅぅぅぅぅぅぅ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]……」

　悠ゆう斗とは脱力し、床にしゃがみこんだ。

　腰が抜けた。

　どうやら、まだ自分は無自覚なストーカーではないらしい。

　返事をしようとして、指が震える。

　どれほど動揺したというのか。

「落ち着け……落ち着け……」

　悠斗は何度か押し間違いを修正して、どうにかメッセージを送信する。

『明日　学校が終わったあと　大丈夫』

　片言みたいになった。





　　　　†






　翌、水曜──

　珍しく自分で部屋を片付けて、悠斗は待っていた。

　いつもなら、遅くても16時には来るのだが。

「……まぁ、５分くらい。多少はね……16時って約束をしたわけじゃないし？」

　仕事しながら待つ。

　ＰＣの前に座っているものの、なかなか手が動かなかった。

「うーん……」

　昨日は実家に戻って作業しなかったので、今日こそは進めないといけないのだが。

　そもそも、金曜に完成させる予定だったイラストを土日に描いて──しかも倒れてしまって。

　３日ほど遅れている。

　取り戻さなくては。

　依頼されているのは《魔女猫》のイラストで、今回はアニメ雑誌の表紙という話だった。

　雑誌ということは、判が大きいし、書店で大勢の人が見ることになる。

　もしかしたら、《魔女猫》を知らない人が見て、興味を持ってくれるかもしれない。

　どのイラストもそうだが、手は抜けない。

「でも、構図が尽きてるんだよなぁ」

　依頼はメインヒロインということで……それは全くもって妥当なのだが……どれほどの枚数を描いただろうか。

　悠斗は画面に線を走らせる。

「これは……口絵で描いたかな。これは……グッズ用のに近いな。向きを変えて……お、いい感じ？　そりゃそうか、１巻のときの店舗特典にそっくりだ」

　もう少しくらい似たような構図であっても許されるのではないか──と思わなくもなかったが、半ば意地だった。

「うーん……」

「あ、あの……お邪魔しています、ユウト先生」

「うん……」

「ユウト先生……？」

「いやいや……こうじゃないよなぁ……」

「お茶、おいれしましょうか……？」

「……ん？　ああ、ありが……ああああぁぁぁぁぁ～!?」

「ひゃっ!?」

　思わず叫んでしまった。

　乃のノの香かがたじろいでいる。

　大声に驚いたのか、ベッドで寝ていた猫のワコムが、すごい勢いでキャットタワーに駆け上がった。

「ご、ごめん！　なんか集中しちゃって」

「ノックしたんですが、お返事がなかったので……お仕事に集中してるのかな、と思って……お邪魔してすみません」

　深々と頭を下げる。

　制服の襟が垂れ下がり、頭の後ろに掛かった。

　悠ゆう斗とは両手を左右に振る。

「とんでもない！　とくに今日は、僕が呼んで来てもらったのに……ごめん！」

「いえ……それで、どうしましょうか？　お仕事のお邪魔では……」

「そんなことないよ！」

「じゃあ、お茶をいれますね」

　呼んでおいて、お茶をいれてもらうのも人としてどうかと思ったが、悠斗はうなずいた。

　決意も覚悟もしている。

　しかし、旅行のお土産を渡すような気楽さでは無理だ。

　お茶をいれてもらい、２人して喉を潤した。

「……」

「…………」

　言い出そう、言い出そう……と思いつつ、湯飲みを空にするまで沈黙を続けてしまった。このままだと、乃ノ香が帰ってしまいそうだ。

　悠斗は唇を開いた。

「あの、もう１杯」

「わかりました」

「いや、ごめん！　えっと……じゃなくて……乃のノの香かちゃんに見せたいものがあるんだ」

　彼女が襟を正した。

「はい」

　悠ゆう斗とは椅子から立ち上がり、部屋の端に転がしたままのリュックに手を伸ばした。

　庭を引きずり回され、傷だらけになっているが……

　リュックから、ノートや紙の束を取り出す。

　少し変色していた。

　日焼けしたり、端が折れたり。

　古いものだ。

　といっても10年くらいだが。

　乃ノ香が興味深そうに見つめる。

「それは何でしょうか？」

　打ち明けるのは、正直に言って照れる。恥ずかしい。いたたまれない。

　しかし、やっぱりナシ──と引っ込めるわけにはいかなかった。

　これはプラスになる。

　そう信じて、やるしかない。




「……僕の14歳の頃の、絵なんだ」




「あ……」

「15歳のも入ってるかな？　ちょっと感情的になったときに、全て捨てちゃったかと思ってたけど……姉さんが、けっこう保存しててくれて」

「…………」

「乃ノ香ちゃんに、伝えたいことがあって……これを見せようと思って」

「見てもいいんでしょうか？」

「うん。覚悟してる」

「ドキドキします……なんだか、14歳の頃のユウト先生に会えるような気がして」

　乃ノ香が受け取る。

　最初に、ノートを開いた。

　２Ｂ鉛筆で、無地のノートに描かれている。

　家で描いたとか、学校で描いたとか覚えているから、人間の記憶というのは不思議なものだと思った。

　乃のノの香かが無言のまま、他の絵も見る。

「…………」

　何かを確かめるように、次々と。

　悠ゆう斗とは苦笑するしかなかった。

「下手だよね」

「えっ!?　いえ……そんなことは……」

　無言になっていた乃ノ香がうろたえる。

　悠斗は首を横に振った。

「はっきり言ってくれていいんだ」

「……もちろん、拙い部分もあると思います。でも、今の絵の片へん鱗りんはありますし、この絵が、将来的に素晴らしいイラストになると思うと、むしろ感動してしまうといいますか」

「今の乃ノ香ちゃんのほうが上う手まいでしょ？」

「そんなことありませんよ」

「え？　いや……」

　明確に劣っていると思うのだが……

　悠斗は、絵の優劣を言葉で説明できるタイプではなかった。

　そんな器用なことができるのなら、乃ノ香の指導だってできるだろう。

　彼女が笑みを浮かべる。

「ユウト先生、ありがとうございます。気遣ってくださって」

「気遣ったわけじゃ……僕は事実をね？」

「ふふ……わかりました」

「そう？」

「ユウト先生にも、こういう時期があったと知って、ちょっと元気が出ました」

　乃ノ香がガッツポーズをして見せる。

　元気になった様子だ。

　見せてよかった、と悠斗は思う。

「ちょっと恥ずかしかったけど……」

「ふふ……せっかく来たし、お夕飯を作ろうと思います。材料も買ってきてあるので」

「そうなのか、ありがとう」

「はい！」

　乃ノ香が背を向けて、台所へ行こうとした。




　──こんなのは、ぜんぜん違う。




「…………ッ!!」

　悠ゆう斗とは、乃のノの香かの制服の袖を掴つかんだ。

「えっ!?」

「僕は君に、また何かを我慢させるために、こんなものを見せたわけじゃない」

「……っ!?」

　乃ノ香が息を呑のんだ。

　まるで勘違いだったら、大恥だった。

　それでも、言わなければならない。

「……僕は……乃ノ香ちゃんの話をちゃんと聞いたことがないよね」

「ユウト先生？」

「いつも僕のほうから、自分のことばかり話して、乃ノ香ちゃんに聞いてもらって。君がどう思っているか、聞いてこなかった」

　彼女が戸惑った顔をした。

「そんなことは……ユウト先生は優しいですよ。困っている人がいると放っておけない、優しい人です」

　悠斗は少し照れつつも──

　首を横に振った。

「……でも、優しいことと、人の話を聞くことは、別じゃないか」

「…………」

　否定されなかった。

　彼女にも思うところがあったのだろう。

　改めて尋ねる。

「……乃ノ香ちゃん、僕に言いたいことがあるんじゃないか？　それが我わが儘ままでも身勝手でも何でもいいんだよ。応じられるかはわからないけれど……話すくらいはしてほしい、と僕は思う」

「そんな……」

「例えば、ハラミなんか、ズケズケ言うじゃないか」

「あ、あれは……」

「〝どうして20歳年上じゃないのか〟とか、よく言われるよ」

「そ、それは理不尽ですね」

「そんな感じで、乃ノ香ちゃんも遠慮なく……そう、遠慮なく話してほしいんだよ。僕は、ずっとそう言いたかった……気がする。たぶん」

「遠慮なんて……」

「本当にしていない？」

　乃のノの香かは下唇を噛かむ。

　しばらくして、薄く微笑ほほえんだ。

「……無理ですよ…………ユウト先生は、すごく有名な先生で……とっても素敵な絵を描くイラストレーターで……周りの友人たちも全員がプロで……わたしだけが、平凡な中学生で……お手伝いするのが、精一杯なんです」

　悠ゆう斗とは思い知った。

　遠い。

　ずっと近くにいると思っていたのに、こんなにも気持ちは遠くにあったのか。

　情けない。

　今まで気づくこともできなかったなんて。

「──じゃあ、ちょっと想像してほしい──将来、乃ノ香ちゃんが有名な先生になったとして、無名の人は遠慮すべきだと思うのかな？」

「いいえ」

　彼女は首を横に振った。

　そして、悠斗の言いたいことを理解する。

「……すみません。そうですね。わたしが勝手に遠慮して。でも、わたしが遠慮せずに話すことをユウト先生が望んでいるなんて──考えたこともなかったです」

「僕も、遠慮されてるなんて考えてなかったから」

「わたし、自分のことを二の次にして、ユウト先生の都合だけを優先していれば、きっと喜んでもらえるとばかり」

「感謝してる。でも、乃ノ香ちゃんの考えも聞きたい……というのも僕の都合かな？」

　彼女が困ったような顔をした。

　瞳が潤む。

「……そうですね」

「うっ、ごめん！　泣かせるつもりは……ッ」

「ずっと」

「…………」

「ずっと……壁を作っていたのは、わたしのほうだったのかも……」

「いや……僕も気づかなくて……」

　乃ノ香が目元をぬぐった。

　悠斗は黙って次の言葉を待つ。

　彼女の震える呼吸を何度かして、気持ちを落ち着けているようだった。

　待つ。

　その言葉は──




「わたし、仲間になりたかったんです」




　──意外なほどシンプルな一言で、なんとも簡単そうで。

　重い呪縛のようでもあった。

　悠ゆう斗とは息を呑のむ。

〝なんだ、そんなの。もう僕たちは仲間だよ〟と言ってしまえば、自分の気は済んだだろう。

　それじゃあ、今までと同じだ。

　きっと乃のノの香かは嬉うれしそうに微笑ほほえんで〝よかった〟とか何とか言うのだろう。

　違う。

　また彼女に我慢させ、本音を覆い隠すだけだ。

　悠斗は考える。

　今まで、自分は乃ノ香を仲間扱いしていなかった──そうでなければ、こんな深い想おもいを打ち明けるように言われるはずがない。

「前提を変えないと」

「え……？」

　隠されたくない。ごまかされたくない。もう子供みたいな自分にうんざりだ。

「僕は、ずっと……乃ノ香ちゃんを仲間として見ていると思ってた。でも君には、疎外感を与えてたんだ」

「あ、いえ、そんなことは……」

　乃ノ香が申し訳なさそうにうつむいた。

　以前の悠斗なら、ここで引いていただろう。お互いに笑顔で本音を隠して、穏やかな関係を望む。

　あまり踏みこみたくない──と感じて。

　今は違っていた。

　ナスのことや、マリィのことや、白しろ砂すなのことや、水み織おりたちのことがあったから、自分は少しは変われたのかもしれない。

「……ありがとう、本心を話してくれて嬉しい。でも、もう少しだけ教えてほしいんだ」

「は、はい」

「僕は、乃ノ香ちゃんを仲間外れにしてしまったんじゃないかな？」

「そんなこと……いえ…………待ってください」

「うん？」

　乃ノ香もまた少し変わっていた。

「……ユウト先生が、こんなに親身になってくれてるのに、わたしが遠慮したら、かえって失礼ですよね」

「あ、まぁ、失礼ってことはないけど……遠慮はしないでほしい。何度も言うようだけれど」

「わかりました。言います」

「頼むよ」

　悠ゆう斗とはうなずく。どれほど自分の悪行が責められようと、心を強く保とうと思った。

　乃のノの香かが意を決して口を開く。

「わたし、ユウト先生に、もっと求めてほしかったんです」

「……え？」

　固まってしまった。

　乃ノ香が言葉を続ける。

「わたし、自分の絵のことが、本当に下手だと思ってるんです……だけど、ユウト先生は〝そんなことないと思うけど〟って……」

「え？　あ…………」

　言った！





　　　「……わたしの絵、ぜんぜんダメダメですので、がんばらないと」

　　　「そんなことないと思うけど」






　言ってしまいました！

　悠斗の背筋から汗が吹き出す。

　そっちだったのか……

　指摘されるまで、言ったことすら忘れていた。それほど安易に、考えなしに、乱暴に、乃ノ香の言葉を否定していた。

　ぐっ、と彼女が悔しそうな顔を浮かべる。

「わたし！　もっと上う手まくなれますッ！」

「…………」

「もっともっと上手くなって、絶対に上手くなって……ユウト先生の仲間になりたい。でも、それを否定されたように思えて……今より上手くはならない、って言われてしまったような気がして……!!」

「や、ちが……」

　乃ノ香が両手で目元を覆った。




「うぁうぅぅ……みんな、わたしより遥はるかに上う手まいんですよぉ……!!」




　それは周りが普通じゃないんだと思うよッ!?　と思わず悠ゆう斗とは心の中で叫んだ。

　本当に自分では言いたくないのだが。

「えっと……じ、自分で言うのは酷ひどくバカみたいだけど、僕もプロとしてやってるっていうか……今だとプロの中でも、割とそれなりの立場っぽいし……？　あ、僕らの周りにいる人たちも、ほとんどプロで……プロなかでも、評価が高いほうだと思うし……」

　乃のノの香かが涙声のままうなずく。

「わかってますぅ」

「う、うん」

「うっ、くっ……わかってる……んです。でも、悔しいです……自分の下手さが」

「…………」

　まっすぐに見つめてくる彼女の顔は、泣いて目元が赤くなっていた。

「こんな気持ちを……ユウト先生に……ぶつけたくなかったんです。わたし、今、最低に先生のお仕事の邪魔だと思います」

「そんなことないよ。だって、乃ノ香ちゃんが話してくれた本音じゃないか」

　悠斗は迷わなかった。

　乃ノ香は納得してくれない。

「でも……こんな話……されたって困りますよね？」

「とんでもない。僕だって、乃ノ香ちゃんと同じことを思ってる」

「同じ？」

「引かれるかもしれないけど……僕も、本音を、ぶちまけるよ」

「え…………はい」

　乃ノ香がうなずいた。

　悠斗も同じように思っている。

　きっと、同じ。

「絵を描くたびに、痛感するんだ。

　──僕は、下手だ。

　もっと上手く描けないのかな？

　技術が足りない。時間が足りない。発想が足りない。経験が足りない。工夫が足りない。思慮が足りない。理解が足りない。練習が足りない。想像が足りない。確認が足りない。こんなことを考えていたら集中力が足りない。

　そして、重ねてきた無数の選択肢の幾つかは、きっと間違えている。もっと正解があるに違いない。

〝完成〟とは〝諦め〟に限りなく近い。あと何時間かけても、今の自分には、これより上う手まくは描けない。

　──今の実力では、これが限界だ。

　上手くなりたい。上手くならなければ。もっともっともっともっともっと……」

　吐露した。

　なんとも情けない。

　悠ゆう斗とは赤面してしまう。

「こんな感情を、打ち明けられても、乃のノの香かちゃんは困るだろうけれど」

「はい」

「うっ……」

「でも、嬉うれしいです。ユウト先生も同じなんですね」

　うなずいた。

「きっと、何かを作っている人なら、皆……」

　言いかけ、例外もいるかもな──とハラミやマリィのことが脳裏をよぎった。

　乃ノ香が目元をぬぐう。

「気持ちだけでも……同じ……」

「……ごめん。すまなかった。たしかに、僕は乃ノ香ちゃんを下に見て──今後もずっと下にいると思って接してた」

「当然です」

「いいや、僕たちは対等だ。上手くなろうと努力していることは同じなんだから。他人の評価なんて関係ない」

「…………」

「乃ノ香ちゃんの心持ちまで変えてくれとは言わない。ただ、僕が〝同じだ〟と思っていることは……信じてほしい」

　乃ノ香がもう一度、目元をぬぐう。

　それでも、頬ほおを透明な雫しずくが伝い落ちた。

「……しんじます……うっ、くっ……あり、がと……スンッ……うっ、くっ」

「ありがとう、乃ノ香ちゃん」

　その声が震える。

　悠斗のほうも、目頭が熱くなり、視界が滲にじんでいた。

　乃ノ香が呼吸を整える。

　そして、唇を開いた。

「ユウト先生は……どうして、わたしに、ここまで言ってくださるんですか？」

「え？　どうして、って？」

「絵を描いてる子なら、いっぱいいます。水み織おりさんとか、白しろ砂すな先生とか」

「うん」

「あ……それとも、もしかして、こういう話……誰にでもしてるんでしょうか……？」

　２人の間に結ばれた信用が、いきなり危機を迎えた。

　いやいや、と悠ゆう斗とは首を横に振る。

「乃のノの香かちゃんにしかしてないよ」

　たぶん、そのはず。

「し、信じます……けど……どうしてでしょうか？」

　悠斗は頭を掻かく。

　迷う。

　しかし、ここで誤ご魔ま化かすのは、さすがに違うか。

　ため息をついた。

「……なるほど……言わないと伝わらないものだね」

「そんな言いにくいことなんでしょうか？」

「……これを言ったら、嫌われてしまうかもしれないと思うと」

「え？　ううぅ……だ、大丈夫です、ちょっとくらい厳しいお言葉でも。わたし、意外と打たれ強いほうです。教えてください」

　悠斗は観念した。

　ここまで言ってしまったのだ、もう引き返せない。

　顔から火が出そうだった。




「僕が、乃ノ香ちゃんを必要だからだよ。もっと仲良くしたいし、ずっと居てほしいと思った……だから、こんな話をしたんだ」




　乃ノ香が硬直する。

　そして、今まで見たこともないような勢いで、耳まで赤くなった。

「…………んんんッ!?」

「ゴミ箱みたいな部屋で、倒れるまで絵を描いてるようなバカに、こんなことを言われても、きっと君は困るだろうけど」

「いいえ。そんなユウト先生のことが、わたしは……」

「……ん？」

「あの………………大切に想おもってますから」

「ありがとう、乃ノ香ちゃん」





　　　　†






　改めて、悠ゆう斗とは自分の14歳の頃の絵を眺めてみる。

　乃のノの香かがお茶をいれてくれた。

　２人で呑のみながら──

「下手だよね」

「いえ！　そんな」

「ほら、遠慮しないで」

　乃ノ香が言葉に困る。

　やがて、降参したように、ため息をついた。

「……みません……正直に言うと、描き慣れているけれども癖が強いというか、気になる点が多いです」

「はは……ずっと好き放題に描いてたから、デッサンおかしいし、キャラも当時見てたアニメに影響されまくってる」

「彩あや華か先生は、こういう癖について、何も言わなかったんでしょうか……？」

「ひたすら褒めてくれたなぁ」

「ど、どうして……？」

　悠斗をベタベタに甘やかしていただけの可能性もあるが。

「楽しんで描いてさえいれば、上う手まくなると思ってたんじゃないかな？」

「あ……」

「……年齢を考えれば、今の乃ノ香ちゃんは充分に上手いと思うよ」

「ありがとうございます、先生」

　もうお世辞じゃないことは、言わなくても伝わる。

　彼女も、素直に受け取ってくれた。

　最初から段取りを踏んで、こうして気持ちを伝えればよかったのかもしれない。

「……努力すれば、間違いなく上手くなる……でも、長続きしないと思うんだ、絵を描くことを楽しめないと」

「はい」

「……僕は苦しいなんて思わずに絵を描いてきて、今がある。上手く描くことよりも、楽しんで描くことを覚えてほしい──なんてのは、僕の身勝手な願望かもしれないけど」

「いいえ、すごく参考になります」

　悠斗は安あん堵どする。

　実家で、自分の14歳の頃の絵を彩華から受け取ったとき、〝下手すぎる！　誰にも見せたくない！〟と心の底から思ったのだが……

　乃のノの香かの表情に、いつもの明るさが戻っていた。

　よかった、と思う。

「……ごめんね……ずいぶんと、振り回しちゃったね」

「そんな……振り回したのは、わたしのほうだと思います」

「いや、僕が……」

「わたしが……あ……うふふふ」

「はは……じゃあ、お互い様ってことで」

「はい！」

　改めて、悠ゆう斗とは言う。

「乃ノ香ちゃん、これからは遠慮なく頼むよ。僕は無理なことは無理って言う。でも、本音を言われただけでダメになるほど弱くないつもりだから」

　彼女が苦笑する。

「急には、なかなか難しいですが……」

「他に言いたいことはない？」

　んー……と乃ノ香が考えこむ。

　自分は他にも傷つけるような禁句を言ってしまっていただろうか、と悠斗は内心で身構えた。

　ああ、と彼女は思いついたらしい。

「ユウト先生、ちゃんと食事と睡眠は取ってください。もう倒れたりしたら嫌です」

「……あ、はい」

「心配したんですよ？」

「ごめん……生活態度を、なるべく改善するよ」

「よかったです」

「ちゃんと、洗濯もするし、部屋も片付ける」

「あ、それは、わたしの生き甲が斐いなので、がんばらないでください」

「え？」

　うふふ……と乃ノ香が満面の笑みを浮かべた。

「ユウト先生の部屋を綺き麗れいにしてるとき〝わたし、お役に立ててるなぁ〟って実感できるんです。来たときに、洗い物や洗濯物が溜たまってるほうが、必要とされてる感じがするじゃありませんか」

「そ、そうなんだ……」

「尽くしちゃうタイプなんですよ」

　てへっ、と乃ノ香が小首をかしげて、小さな舌を出した。

　可愛かわいかった。

　悠ゆう斗との頬ほおが熱くなる。照れつつ、頭を掻かいた。

「……なんと言っていいか」

「でも、もしかしたら、ユウト先生に〝必要〟って言ってもらいたいだけかもしれませんけど」

　起きたら、洗濯された服が用意されていて。

　台所から生ゴミのニオイが漂ってこない。

　ハウスダストで咳せきこむこともなく。

　猫に餌を催促され、顔を踏まれて起こされることもない。

　ゴミ袋につまずいて転ぶことも。

　トイレの紙が切れてて焦ることも。

　空腹のまま絵を描き続けて、目を回すことも……

　乃のノの香かのいる暮らしに慣れたら、もう混こん沌とんとした惨状が苦痛になってしまった。

　彼女が心配そうな顔をする。

「あ、重かったですか？」

「え？　いいや……そのとおりだと思ってね。僕には、乃ノ香ちゃんが必要だなって」

　今度こそ、彼女は今日一番の笑みを浮かべるのだった。
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　次の月曜──

　場所は、都内の喫茶店だった。

　アンティークな内装に、バイオリンの曲が流れ、珈琲コーヒーの香りが漂っている。

　一番奥のテーブルに、もう２人は座っていた。

　乃のノの香かは頭を下げる。

「遅くなりました！」

　水み織おりが片手をひらひらと振った。

「おつー♪」

「やっと来たわね。この私を待たせるなんて」

　言葉では文句を言った彩あや華かだが、その口調は優しげだ。メニューを開いて渡してくる。

　３人で、小さな木製のテーブルを囲んだ。

　もう彩華と水織は頼んでおり、ブレンドコーヒーと、アイスコーヒーが並んでいた。

　乃ノ香はメニューを選ぶ。

「えっと……じゃあ、アイスロイヤルミルクティーで」

　注文を取りに来たウェイターに頼んだ。

　彩華が、こちらの顔を見つめてくる。

「じ……」

「な、なんでしょうか？」

「顔つきが戻ってるわ。前に会ったときは、闇に沈んだ暗い表情をしていたけれど」

「そ、そうでしたか……？」

　うんうん、と水織がうなずく。

「闇属性だったねー」

「……恥ずかしいです」

　上う手まくいっていないときは、視野が狭くなっているものだ。

　目が開いて、過去の自分を振り返ると、なんと幼稚だったのだろうか──と。

　彩華が肩をすくめた。

「それも、成長というものよ」

「……だといいのですけれども」

　ふふ、と水織が笑う。

「変わってないトコもあるわよねー」

「なんですか？」

　彼女の手が、脇腹に伸びてきた。

「お肉♪」

「ぎゃー!?　つままないでください！　最近は、がんばって部活にも出てるんですよー」

「お、余裕じゃん？」

「……やりたいことは、全てやることにしたんです。我慢するのは良いことじゃない──ってわかったので」

「それ当然♪　心が決まったら、一直線よ」

「はい！」

　もうすぐ高校受験だから、勉強にも熱を入れている。

　そのうえで、夏までは水泳部に出るし、ユウトの部屋にも行くし、イラストも描くし、コスプレ衣装作りも再開した。

　注文したアイスロイヤルミルクティーが運ばれてくる。

　水み織おりが目を細めた。

「甘い物は我慢しないと、体型は元に戻らないよー？」

「うっ……帰りに１駅ぶん歩きますから」

　そう言いつつ、シロップは少なめにしておく。

　弟子たちのやり取りを眺めつつブレンドコーヒーを味わったあと、彩あや華かが切り出す。

「課題は進んでるんでしょうね？　やってきてなかったら、ここのお代は持たないわよ」

「バッチリです♪」

　水織がＶサインを出した。

　乃のノの香かはうなずく。

「やってきました」

「じゃあ、見せてもらおうかしら？」

　テーブルの中央に、２人はスケッチブックを並べた。

　彩華がうなずき、まずは水織のを手に取った。

「…………」

「ふっふっふっ……どうですか、彩華せんせ？　来週はランドに集合ですか？」

「ちゃんと描いてきて、えらい」

「やった☆」

「まぁ、でも、このキャラデザではデートは無理ね」

「ええーっ!?」

　声が大きくなったので、彩華が控えるように手で制した。

　水み織おりは手で自分の口を押さえてから。

　改めて、文句を言う。

「あたしのキャラの、どこが悪いんですかー？」

　水織に詰め寄られていた彩あや華かが、唐突に乃のノの香かへと話を振ってくる。

「乃ノ香、このキャラクターをデフォルメキャラにしなさい、と言われたら──どこに注目するかしら？」

　急に言われ、びっくりした。

「え？　ええっと……デフォルメなんてしたことないので……ええーっと……髪や瞳の配色とか……」

「はい、終了。そういうことよ」

　水織の不満そうな顔は変わらない。

「えー？　あたしはデフォルメキャラも可愛かわいく描けるしー？　乃ノ香がキャラの特徴を掴つかむのに、慣れてないだけじゃないの？」

「他人が見ても一発で特徴がわからないとね。お客さんは、乃ノ香よりも確実に素人なのだから」

「むー……」

　不満そうな顔は変わらなかったが、もう反論はしなかった。

　乃ノ香の不安が増す。

　彩華がスケッチブックを開いた。

　まじまじ、と見つめる。

　尋ねてきた。

「……ルールは覚えているかしら？」

「あ、えっと……毎週月曜に、やってこなかったら課題は終了……設定に沿ってなければ終了。あまりに方向性が違っていても終了……です」

　水織が頬ほお杖づえをつく。

「ちょいキビシくなーい？」

「ゲーム会社から依頼を受けたときは、だいたい同じ条件よ。スケジュールは出版業界より厳格だし、要件落ちや、方向性の間違いで、依頼キャンセルもありえるわ」

　彩華はニベもなかった。

　ぶるぶるっ、と乃ノ香は身震いする。

　それをわざわざ確認したということは……

　冷や汗がつたう。

　キャラクターの設定は、暗記するほど読みこんだ。要件落ちはないはず。

　だとすれば、方向性の間違い？　たしかに、乃ノ香のキャラデザは、水織のとは明確に違っていた。

「ううぅ……」

「……なかなか勇気があるわね、乃のノの香か？」

「や、やってしまいましたか」

「もっと無難なデザインは思いついていたかしら？」

「はい。でも怒られないように我慢するより、思い切って挑戦したいと……すみません」

「謝る癖は直しなさい」

「え？」

　彩あや華かがスケッチブックを手にしたまま、言う。

「これ、買い取るわ」

　思わず腰を浮かせた。

「ご、合格なんですか……!?」

「そうね、甘めの採点だけれども。あ、手直しはするから〝自分のデザインがゲームになる〟なんて思わないように」

「そう、ですよね」

「ふふ……でも、自信は持ってほしいわね。京きよう橋ばし彩華の名前で出して恥ずかしくない。そういうデザインを作ったのだから」

「は、はい！」

　乃ノ香は深々とうなずいた。

　ますます不機嫌な顔になった水み織おりが、スケッチブックを睨にらんでつぶやく。

「……やるじゃん」

「あ……ありがとうございます」

「次は、あたしも通すし」

「はい！」

　彩華がサイフを取り出した。

「水織はデートとか言ってたけれど……乃ノ香は何も言ってなかったわよね？　買い取りは幾らにしようかしら？　希望はある？」

「あ……」

　はっきり言って、考えてもいなかった。

　隣で水織が囃はやし立てる。

「言っちゃえ、言っちゃえー。彩華さんなら、いっぱい持ってるからねー」

「不当な額は出さないわよ？」

　以前、ユウトからキャラデザの単価は聞いている。

　ソーシャルゲームの相場は高め。

　デザインだけではなく、立ち絵とイベントＣＧの原画をワンセットでの依頼が大半で、新人イラストレーターなら５～10万円くらい。

　塗りも込みなら15～30万円くらい。

　今回はキャラクターデザインだけだから、１万円くらい──と言っていた。

　乃のノの香かは思案する。

「あの……ぜんぜん見合わないとは思うんですが……」

「ほぅ？」

「高すぎたら、思いっきり却下してください」

「あら、なかなか強気の交渉みたいね？　その価値があると思えば言いなさい。クリエイターに遠慮は要らないわ。値付けは自由よ、買うか否かは客が決めることだもの」

　乃ノ香はうなずく。

「はい。それじゃあ──」





　　　　†






　外で雷が光る。

「え？」

　自宅で作業していた悠ゆう斗とは、窓の外に視線を向けた。

　ザァァァアアア……と音が強まり、一瞬にして豪雨と化す。

　翌々６月12日、水曜──

　朝は晴れていたのに、まるで夏の夕立みたい。

　雷鳴まで聞こえてくる。

「大丈夫かな？」

　乃ノ香が来る予定だった。

　あまりに雨が強いので心配になってしまう。

　豪雨のときは、クルマの視界は悪くなり、バイクや自転車はブレーキが鈍る──と錦が言っていた。

　徒歩であっても、街は危険がいっぱいになる。

　無理しないで──と連絡を取ろうとスマホに手を伸ばしたとき。

　ガチャリとドアが開く。

「お、お邪魔します……ハァ……ハァ……」

　息を弾ませた乃ノ香だった。

　悠斗はびっくりする。

「乃ノ香ちゃん、びしょびしょだよ!?」

「す、すみません……急に降られてしまって……ッ」

　片手には買い物袋を提げ、もう一方の手には学生鞄かばんを持っていた。

「ええっと……そうだ、タオル！」

　悠ゆう斗とは洗濯機から、バスタオルを引っつかむ。

　手渡した。

　ぽたぽたと髪や服から雫しずくが落ちる。

　濡ぬれた制服が、彼女の肌に張り付き、その輪郭を余計に強調していた。肌色が透けている。

　乃のノの香かの水着姿も下着姿も見たことがあるのに、その姿はまた違う雰囲気で……

　悠斗は目のやり場に困った。

　最近の彼女は、悠斗の部屋にくるとき、変装としてメガネをかけている。度のないレンズに、水滴がいっぱいついていた。

「お借りします、ユウト先生」

　バスタオルで髪を拭く。

「……こんな日に来てもらっちゃって、悪いね」

「わたしが好きでやってることですので」

　もう遠慮しないと言っていた。

　言葉どおりに受け取ってもいいのだろう──そう思うと、以前より素直に感謝できる。

「ありがとう」

「どういたしまして」

　乃ノ香はバスタオルで身体からだも拭く。

　しかし、とくにスカートはたっぷり水を吸っており、ちょっと拭いたくらいでは、乾きそうになかった。

　悠斗は提案する。

「……脱いだ方がいいかもしれないね？」

「はい？」

「あっ、いや！　着替え……あるから」

「助かります。学校を出たときには晴れてたから、傘を忘れてきちゃって……スーパーで買い物を終えたところで、ザザァーっと」

「降ってきちゃったか」

「ビニール傘を買うことも考えたんですけど、安くないじゃありませんか？」

「そう？」

「うー……スケッチブックとか画材で、お小遣いがですね……だから、ユウト先生の家まで走ろうって思ったんだけど……甘かったです」

「いきなり、すごい雨だよね」

　悠ゆう斗とは部屋を探す。

　前のように、使っていないコスプレ衣装があればよかったが、そうそう貰もらえる物ではなかった。

　乃のノの香かが気遣うように声をかけてくる。

「あの、無理にとは……絞れば、部屋を濡ぬらすことはないですし」

　そんなことをしたら、制服がシワだらけになってしまう。濡れた服を着たままでは、風邪を引くかもしれないし。

　悠斗は意を決した。

「ごめん……僕の寝間着でいい？　あ、ちゃんと洗濯したやつだから」

　洗濯したのは、前に来たときの乃ノ香だけれど。

「いいんですか？」

「もちろん」

　濡れた制服姿のままだと、目のやり場にも困るし。

「ありがとうございます。お借りします！」

　そういうことになり、悠斗は寝間着を渡した。彼女は脱衣所に入る。

　ごそごそ、びちゃびちゃ……と湿った衣きぬ擦ずれの音がした。

　悠斗はドア越しに話す。

「……そのうち、乃ノ香ちゃんの服を置いておくといいかもしれないね」

「お邪魔じゃありませんか？」

「平気だよ。そういえば、前にワコムが悪さして、服をコーヒーまみれにしちゃったこともあるからなぁ」

「え？　ユウト先生の服ですか？」

「いや、ナスさんのを……あっ、そういえば、今日は来る予定だったな」

「え？　え？」

　そんな話をしていたら──




　雨音に消されそうなノックの音がした。

「はーい」

　悠斗が返事すると、ガチャと金属音がして扉が開けられる。

　ナスだった。

　透け感のある白いブラウスに、ひらひらした飾り付きのロングスカート。

　同じくらい飾りのある傘を手にしていた。

　いつもはハイヒールだが、今日はロングブーツか。

　手にはデパ地下の和菓子店の紙袋を提げていた。

「こんにちは、ユウトさん」

「いらっしゃい、ナスさん」

「フェアをやっていたので、蜜豆を買って来ちゃいました。一緒にいかがですか？」

「ありがとう。あ、でも３人で分けられるかな？」

「……３人？」

　そのとき、ナスは足下にある靴に気付いた。

　学生用のローファーだ。

　脱衣所に続く扉が開けられる。

「あ、ナス先生、お久しぶりです」

　乃のノの香かに寝間着を貸したものの丈が合わなくて、腕まくり裾まくりになっていた。

「まあ……!?」

「急な雨に降られまして」

「大変でしたね」

　学生服はハンガーに掛けて、浴室に干す。古いマンションなので、乾燥モードなどという気の利いた機能はない。換気扇を回しておいた。

　ナスが部屋を見回す。
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「見違えましたねー」

「はは……また乃のノの香かちゃんが片付けてくれてるからね、最近は」

「わたしが、やらせてもらってるんです」

「助かってるよ」

「えへへ……よかったです」

　悠ゆう斗との言葉に、乃ノ香が相好を崩した。

　そうなんですねえ──とナスがうなずく。

「乃ノ香ちゃん、イラストの勉強とか、受験で忙しいって聞いてたけど、大丈夫なのかしら？」

「はい！　やりたいことは全てやることにしたんです」

「あまり無理をしては……」

「ふふ……ユウト先生じゃないですから、倒れるまでは頑張りません」

　ひらひら、と乃ノ香が手を左右に振った。

　は、はは……と悠斗は苦笑い。

　ナスが納得したような、納得できないような微妙な顔をしていた。

「そうですか……また家事を……」

「週に３日くらいです」

「ほとんど毎日じゃありませんか、それは？」

「でも、そのくらいで片付けないと、ユウト先生が自分で片付けちゃうんですよー」

　不服そうに言う彼女に、悠斗は肩をすくめる。

「いやいや……良いことでしょ？　僕だって、いつまでも生活力が猫以下ってわけにはいかないよ」

「ユウト先生のお世話は、わたしの生き甲が斐いなんです」

「……片付いてる部屋だと、適当にゴミを転がすのは、やっぱり気になるし」

「わたしが捨てますから」

「でもなぁ……」

　わーわー言い合っていると──

　ナスが困惑したような視線を向けてくる。

「あの……何かあったんですか？」

「え？　何か？」

「ちょっと……前と２人の雰囲気が違うような気がして」

　意識していなかったが、関係が変わったように見えるのだろうか。

　悠斗は腕組みする。

「うーん、どうだろう？　前と違うこと……あっ、僕の14歳の頃の絵を見せたかな？」

　ナスが身を乗り出してきた。

「それ、私も見たいです」

「ええっ!?　いやいや……ナスさんに見せるなんて、恥ずかしいよ!?」

「でも乃のノの香かちゃんには……」

「そりゃ、乃ノ香ちゃんは上う手まくなってる途中だから。ナスさんは完成した絵しか見たことないし」

「私、今も下手です」

「……あー……僕も同じように思ってるけど」

「本当に困ってるんです。ゲームは開発２年間とかが普通で、２年後に流は行やりそうなキャラデザができなくて、悩んでいるんです」

「悩みのレベルが高すぎる」

　高いですね──と乃ノ香も同意した。

　ナスが下唇を噛かむ。

「ううぅ～……」

　乃ノ香が買い物袋を整理する。

「あ、ナス先生も、お夕飯、いかがですか？　シチューにしようと思うんですが」

「じゃあ……いただきます」

「よかったら、一緒に作りませんか？」

「そうですね」

　ふんふんふ～ん♪　と乃ノ香が鼻歌交じりで料理の準備をする。

　ナスが隣に並んだ。

「乃ノ香ちゃん」

「はい？」

「本当に……絵を見せてもらっただけなのよね？」

「……え？　はい」

　質問の意図を測りかねて、乃ノ香が首をかしげた。

「いえ、いいのよ……」

　ナスは不安げな色を浮かべる。左手の薬指に、そっと右手で触れた。




　乃ノ香は野菜を洗いはじめる。

　ナスが俎まな板いたと包丁を出した。

　そんな２人の姿を後ろから眺めて、戻ってきた日常に頬ほおをゆるめる悠ゆう斗とだった。
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　サイコミにて連載していたKamelieカメーリエ先生によるコミカライズが、完結いたしました。

　とても楽しくクオリティの高いコミカライズで幸せでした。本当にありがとうございました。

　本書と同時に第２巻が刊行されていますので、まだ見ていない向きは、ぜひお手に取っていただければ！




　今回は、いよいよ乃のノの香かちゃんがイラストレーター（のタマゴ）として、悩んだり困ったり憤ったりする展開となりました。

　白しろ砂すな（４巻）のときもクリエイターの苦難は書きましたが、彼女は絵を描くスキルは充分に高く、ステージの違いにフォーカスしました。

　そういう意味では、本シリーズのなかで一番プリミティブなテーマだったかなと思います。

　もうひとつ──悠ゆう斗ととヒロインたちの関係にも、少しだけ進展がありました。

　相変わらず悠斗は悠斗なのですが。楽しんでいただけたなら幸いです。




　次回は、いろいろ悩んでいますが、書きたいところまで書けそうなので、結末までお付き合いいただければ嬉うれしいです。




　宣伝です。講談社ラノベ文庫にて『異世界魔王と召喚少女の奴隷魔術』刊行中です。

　ファミ通文庫にて『覇剣の皇姫アルティーナ』刊行中です。

　こちらも楽しい作品になっていると思うので、どうぞよろしくお願いします。




　企画・イラストレーターの溝みぞ口ぐちケージ先生、今回も楽しいアイディアと素晴らしいいイラストをありがとうございました！

　デザイナーの木き緒おなち様、デザインをありがとうございます。『ぼくたちのリメイク』アニメ化、おめでとうございます！

　担当編集の神かみ長なが様、お待たせいたしました。ようやく書けました。

　ＭＦ文庫Ｊ編集部の皆様と関係者の方々、支えてくれている家族と友人たち。

　猫ちゃんのことをご教授くださったペットハウス・ボブテイルシュウの高たか山やま様。

　そして、ここまで読んでくださった読者様に一番の感謝を！

　ありがとうございました。


むらさきゆきや　　　
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　こんにちはこんばんわ。色々あったのですごくお久しぶり感があります溝みぞ口ぐちケージです。




　今回はハラミ＆乃のノの香かちゃん編！

　もともとハラミのアニメ回に表紙を合わせよう、という予定だったので新キャラたちに押されて８巻まで来てしまいましたが、ハラミ表紙楽しかったー！

　ギャルギャルしい服装とかポージング好きだからもっと描きたい。




　これで表紙でたぶん全キャラ描いちゃったような気がするので次の巻どうなるんだろうとお思いでしょうが、僕もお思いです。どうなるんだ。




　あとここ数巻は乃ノ香ちゃんでやきもきする展開が多かったとも思うのですが、乃ノ香ちゃんの成長、そして悠ゆう斗ととの関係の変化はずっと書きたかったテーマなのでお楽しみいただけたら幸いです。




　さておき、今回もむらさきさん、担当の神かみ長ながさん、デザインの木き緒おさん、その他大勢の皆様にお世話になりました。

　そして、Kamelieカメーリエ先生、コミカライズお疲れさまでした！　２巻もほぼ同時発売になります。よろしければお手にとっていただけると幸いです。




　ということで、今回もお読みいただきありがとうございました！　また次巻お会いしましょう。








溝みぞ口ぐちケージ　　　
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電子書籍特典　書き下ろし短編

『お誕生日編・マリィの場合』





「ずるい！」

　夜に部屋へ来るなり、マリィが叫んだ。

　またか、と悠斗は思う。

「……今度は、誰に何を聞いたの？」

「白砂ちゃんが誕生日のお祝いをもらったでしょ。ユウトくん、私も今日が誕生日なの」

　カレンダーの日付は４月１日だ。

「……エイプリルフールじゃないだろうね？」

「エイプリルフールだけど、それがどうかしたの？　４月１日に産まれることもあるのよ」

　マリィらしい誕生日だな──と思った。

「何歳になったの？」

　彼女が顔をしかめる。

「ユウトくん、歳を気にするのよくないよ？　人の価値は若さだけじゃない」

「……誕生日を祝えと言っておいて……まぁ、いいや。何か欲しい物があるの？」

　彼女の希望を訊いてみた。

「あのね！　白砂ちゃんがね、駅前で一瞬だけ会ったのが、感動したんだって！　やってみたい！」

「はいぃ……？」

　たしかに、白砂の誕生日のときに時間がなくて駅前でプレゼントを渡したが……本当に時間がなかっただけの話だ。

　意味がわからないが、そういうことになった。

　わざわざ待ち合わせて、夜中の駅前へ。

　マリィが１人で待っているであろう場所へ行くと──




　警察官に囲まれていた。




「うわぁ……そりゃそうかー。外見は子供だもんなぁ……」

　悠斗は間に入って事情を説明する。マリィが身分証を持ち歩いていたので無事に解放された。

　ため息をつく。

「……で？　一瞬だけ会ったから、もう僕は帰ればいいのかな？」

　ぷく、とマリィが頬を膨らませた。

「感動してない！」

「だろうねえ」

「あ、プレゼント！」

　マリィが両手を差し出してくる。

「……いや……アクセサリーの店がやってるような時間じゃないから」

「むー」

「まぁ、とりあえず、ゴハン食べない？　僕、夕飯がまだでさ……マリィは、お腹が減ってない？」

「食べる！」

　悠斗は彼女を連れて、レストランへと向かう。

「プレゼントは買っておくから、また会ったときにでも」

「もういい。ユウトくんには、いつも素敵な絵をもらってるもの。それ以上のプレゼントなんてないよ」

「……そう、かな？」

「次のイラストも期待してるね、ユウトくん」

　ふふ、と微笑む彼女の表情を見て、やっぱり年上だよなぁ──と思った。

　悠斗は照れて、頬を掻く。

　もちろん、がんばるよ──と言いかけて、ふと気付いた。

「いやいやいや……イラストを描くから、早く原稿を出してよ!?　待ってるとこだよ!?　むしろ、なんで君、こんなとこにいるの!?」

　マリィが首をかしげた。

「…………ユウトくん？　私、今日は誕生日だから」

「関係なーい!!」
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